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アンケート調査概要

調査名 実施期間 調査方法 対象者
回答数

（回収率）

市民アンケート
R5.11.28
～R6.12.15

Web・紙
市民2,500名

（無作為抽出）
917名

（36.7％）

市職員アンケート
R5.12.15
～R5.12.28

Web 市職員936名
（会計年度任用職員含む）

455名
（48.6％）

事業所アンケート
R5.11.30
～R6.12.20

Web・紙
商工会加入
920事業者

137事業所
（14.9％）

高校生アンケート
（3年生）

R6.1.23
～R6.2.29

Web
壱岐高等学校

壱岐商業高等学校
210名

169名
（80.5％)

中学生アンケート
（3年生）

R5.12.14
～R6.1.12

Web 中学生239名
135名

（56.5％)

教職員アンケート
R5.12.14
～R6.1.12

Web
小学校227名
中学校81名

145名
（47.1％）

民生・児童委員、行政改革
推進委員アンケート

R6.1.12
～R6.1.24

Web・紙
民生児童委員85名

行革委員7名
54名

（58.7％）

エンゲージメント
パートナー企業アンケート

R6.1.16
～R6.1.30

Web
23法人

（自治体除く）
14

（60.9％）
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（１）市民・市職員アンケート調査結果概要
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住みやすい

どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい

住みにくい

無回答

R5(N=915)

H31(N=905)

現在の壱岐は住みやすいか

「住みやすい」
＋「どちらかといえば
住みやすい」の合計
前回：78.0％
今回：77.0％

「住みやすい＋どちらかといえば住みやすい」の合計は前回とほぼ
同水準であったが「住みやすい」が6ポイント低下している。
また、若い人ほど「住みにくい」という意見が多く見られる。

これからも壱岐市に住み続けたいか

前回とほぼ同様の約7割の市民が「住み続ける」と回答。若い人ほ
ど島外で住みたい意向が強い。
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これからも住み続ける

島外に移り住み将来は戻ってこない

一旦島外に移り住むが将来は戻ってきたい

二拠点居住（島内と島外）を検討

上記以外で島外に移り住む

分からない

無回答

R5(N=915)

H31(N=905)
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島外に移り住み、来は戻ってこない

一旦島外に移り住むが将来は戻ってきたい
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壱岐市が住みやすいと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

自然環境と安らぎ（73）
• 自然の豊かさやのどかな環境が住みやすさを高める。
• 災害が少なく、穏やかな気候が評価。
• 自給自足が可能で、新鮮な食材に恵まれている。

買い物のしやすさ（45）
• 買い物や生活必需品の入手が容易で、スーパーやドラッグストアなどの施設が近くにある。
• 福岡市へのアクセスが良く、生活に必要なものが手に入る点が便利である。

治安や犯罪の少なさ（35）
• 治安が良く、犯罪や事件が少ないので住みやすい。
• 安全で安心して生活できる環境が整っている。

地域コミュニティ（35）
• 地域社会のつながりや人間関係の温かさが住みやすさを高めている。
• 人々の親しみやすさや助け合いの精神が、生活の質を向上させている。

社会インフラや医療施設の充実（14）
• 病院や医療機関が充実しており、安心して医療サービスを利用できる。
• 災害時の備えや支援体制が整っている。

子育て環境や教育施設の充実（8）
• 子どもの教育環境や施設の充実が、子育てに対する安心感と満足度を高める。
• 安全で穏やかな環境で子供を育てられる点が評価されている。

自給自足や地域経済の安定性（8）
• 自給自足が可能であり、地域経済が安定している点が住みやすさを支えている。
• 地域の経済的安定性が生活の安心感に繋がっている。

都市へのアクセスや物価（7）
• 都市部へのアクセスが良く、生活圏が広いのが良い。
• 物価が都市部と比較して適正であり、生活負担が少ない。

交通の便や移動のしやすさ（6）
• 島内の移動がスムーズで、目的地へのアクセスが容易である。
• 一般的な移動手段が利用しやすく、ストレスなく生活できる。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。

壱岐市の「自然環境」に満足している理由が最多。それに「買い物のしやすさ」「治安の良さ」が続く。
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壱岐市が住みにくいと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

交通の便の不便さ（58）
• 島外への移動が困難で、船の本数が少ない。
• 高速船の便が少なく、交通手段の不足を感じている住民が多い。

地域社会の狭さやプライバシーの欠如（32）
• 他人との距離が近く、プライバシーが守られない状況に不満。
• 近所付き合いが多く、個人情報が漏れやすいから。

買い物や生活の不便さ（31）
• お店の少なさや商品の種類の限られている。
• 生活必需品の調達が困難で、車がないと生活が成り立たないため。

教育・医療・福祉の不十分さ（22）
• 教育や医療施設の充実度が不満で、子育てや健康面で不安を感じる。
• 老後の生活支援や障害者支援が不足しているから。

若者や子育て施設の不足（18）
• 子供や若者向けの施設や娯楽が不足しているから。
• 子育て世代の不満として公園や遊び場の少なさが挙げられている。

仕事や経済の不安定さ（17）
• 働く場の不足や給料が低いから。
• 経済的な安定が不十分で不安を感じるから。

娯楽やコミュニティの不足（15）
• 地域の娯楽施設が少ないから。
• コミュニティ活動が活発ではないから。
• 出会いの場や交流の機会が少なく、地域の活気が不足しているから。

物価や家計負担の問題（12）
• 物価の高さや生活費の負担が住民の生活を圧迫しているから。
• 税金の負担が大きいため。

車の必要性や交通費の負担（12）
• 車がないと生活が困難で、交通手段の不足が生活の負担となっているから。
• 島外への移動や日常生活における交通費の負担が大きいから。

地域社会の保守性や移住者に対する不満
（10）

• 地域の保守的な風潮や移住者への手厚い対応に不満を感じる。
• 新しい考え方を導入しようとしても保守的な風潮によってチャレンジしにくい環境。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。

「交通の便の悪さ」が最多となり、それに「地域コミュニティの狭さ」が続く。
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これからも壱岐市に住み続けたいと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

家族・社会的繋がり（54）

• 家族の存在、先祖の土地や家を守りたい、友人や知人がいる、親や高齢の両親の世話、長男とし
ての責任、子供の育成環境、祖父母の介護など、家族や社会的なつながりが壱岐に住み続ける大
きな理由。先祖から受け継いだ土地や家、お墓の管理といった責任感から住み続ける選択をして
いる。

環境・生活の質（47）
• 環境的に恵まれている、自然環境の良さ、治安の良さ、静かで犯罪が少ない、住みやすさ、生活

する上での不便が少ないなど、壱岐の自然環境や生活の質が高いことを理由に挙げている。また、
災害が少ない、のんびりとした生活ができる点も理由に挙げられていた。

仕事・経済的理由（45）

• 島外での仕事の不安、持続可能な島のために貢献したい、商売をしているため、仕事に就いてい
るため、転職希望がない、持ち家があるため、購入住宅の支払いの関係、職業が適しているなど、
仕事や経済的な理由で壱岐に住み続けることを選択。主に経済的な安定や仕事の機会、または既
存の商売や職に縛られる形による居住継続が示されている。

壱岐への愛着（23）
• 生まれ育った場所、慣れ親しんだ環境、静かで良いなど、地域への愛着や慣れ親しんだ環境であ

るため。

その他理由（16） • 年齢的に今さら離れられない、島外の子どもに迷惑をかけられないといった消極的な理由。

多くの人が家族や先祖とのつながり、仕事の継続性、そして壱岐の自然や生活環境の良さを評価。これらが複合的に
絡み合って住み続ける理由となっている。

島外に移り住み戻ってこないと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

仕事上の理由（11） • 仕事の都合、異動、単身赴任などで壱岐市に居住しているが、将来的には離れる予定。

生活環境の不満（7） • 医療や福祉サービスの質が低い、仕事が少ない、賃金が安い。

生活・インフラの不足（2） • 壱岐市の交通や買い物の不便さに不満を感じている。

娯楽施設・出会いの不足（2） • 娯楽施設がない、出会いが少ないことに不満。

高齢者支援の不安（1）
• 介護士の不足や施設への入居待ちが問題。将来自分が介護を必要とした際に、本土のほうがサ

ポートを受けやすいと感じている。

その他（1） • 壱岐市の自然以外に魅力を感じないから。

仕事上の理由（異動による一時的な居住）が大きな理由の一つ。それに「生活環境の不満」が続く。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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一旦島外に移り住むが将来は戻ってきたいと思う理由（記述要約）

就職や進学で一旦島外に移り住んでいることが理由

二拠点居住（島内と島外）を堅牢している理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

経済的・職業的理由（10）
• 島外での仕事の機会を求める、賃金の問題、冬季の仕事の不足、子供の進学や自身の退職後の生

活など経済的や職業的な理由から島外への移住を検討。

家族・社会的関係（9）
• 家族の介護、子供たちが島外に住んでいること、配偶者の意向、高齢に伴う運転の不便さ、家族

の教育や将来を考慮して島外への移住を希望。

医療・教育の利便性（8） • 島内の医療体制や教育環境への不満、より良い医療や教育の選択肢を求めて島外への移住を考慮。

生活の便利さ・娯楽施設（6） • 島外の方が生活が便利、娯楽施設の不足、交通の不便さから島外移住を希望。

自然・自由な生活への憧れ（4） • 島外の自然やより自由な生活を望んでいるが、一方で壱岐の自然も魅力的と感じている。

地域コミュニティ・文化（3） • 地域の結びつきや行事が多すぎる、古い習慣が残りすぎているなどの理由で島外生活を検討。

高齢者の生活（2） • 高齢になると移動や生活が大変になるため、子供の近くや施設のある場所への移住を検討。

観光地としての価値観（1）
• 壱岐は観光地としては良いが、常住するには制限が多く、自由に生きたいため島外での生活を考

えている。

経済的・職業的理由が大きな理由の一つ。それに「生活環境の不満」が続くが、理由には多様な動機が示されている。

• 一度都会で就職し、勉強してから壱岐に帰ってきたい。
• 現在は学生であるため島外で生活しているが、壱岐で就職できれば戻りたい。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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選択肢以外の理由で島外に移り住みたいと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

転勤や勤務上の理由（23）
• 転勤や単身赴任、勤務年数の制約など、仕事の都合による一時的な居住であるため。
• 定年後や異動後は島外での生活を予定しているため。

不安や見通しの暗さに関する理由（17）
• 医療施設の不安や将来の人口減少による医療サービスの悪化への懸念。
• 病気による将来の不安から島外への移住を検討。

市政や社会状況への不満（9）
• 市政への不信感や若者の少なさ、犬猫の殺処分など市政に対する不満。
• 壱岐の政治に対する失望や社会的な不満から移住を検討。

家族や高齢に関する理由（6） • 高齢になった時の医療や介護、子供たちや家族との関係から、島外での生活を望んでいる

「転勤や勤務上の理由」「医療施設や社会状況への不安」など様々な要因によって島外への移住を
検討していることが示されている。

わからないと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

家族・子ども（10）
• 子どもや孫が島外に住んでいるため、将来的に移住する可能性があると考えている回答者がいる。

また、子育て環境や教育の機会に関する懸念も挙げられた。

買物・サービスの利便性（9） • 壱岐市には服や子ども用品などを購入できる店が少なく福岡への移住を検討。

高齢化・移動手段（7） • 自動車の運転ができなくなると生活に不便を感じるため、都会への移住を考えている。

就職・仕事（5） • 壱岐市では求める職種が少なく、また給料が低いため。

社会・コミュニティ（3） • 島内の行事や人付き合いが負担と感じ、島外の方が楽だと考えるため。

個人的理由・その他（6） • 親の世話、神社仏閣の維持費、自分のライフスタイルに合わせた生活環境の変化など。

島外に居住する子どもがいるため将来的には移り住むかもしれないという理由が最多。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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島外の方に壱岐への「観光」をどの程度お勧めしたいか

「とてもお勧めしたい」は20～30％程度。「どちらかと
いえばお勧めしたい」を合わせると65％はお勧めしたい
と考えている。
最もお勧めしたい年代は50代。年代で意識の差は少ない。
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とてもお勧めしたい どちらかといえばお勧めしたい どちらともいえない どちらかというとお勧めできない お勧めできない

島外の方に壱岐への「移住」をどの程度お勧めしたいか

「とてもお勧めしたい」は10％前後。「どちらかといえ
ばお勧めしたい」を合わせても30％程度にとどまる。若
い人ほどネガティブな意見が多い。 10.1 
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とてもお勧めしたい どちらかといえばお勧めしたい どちらともいえない どちらかというとお勧めできない お勧めできない
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壱岐への観光をおすすめできる理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

自然の美しさ（95）
• 壱岐は自然が豊かで海や景色が美しいから楽しんでほしいという声が寄せられました。特に夏季

の海の美しさのコメントが多数寄せられました。また、空気が良いく自然豊かで静かな場所とし
て訪れる人がリラックスできるという理由もありました。

食べ物の美味しさ（71）
• 野菜、海産物、壱岐牛などが美味しく地元の食材を活かした料理を楽しんでほしいという意見が

ありました。

観光スポットや名所（44）
• 神社仏閣や猿岩など歴史的な観光スポットや自然の中で楽しめる名所を周って欲しいという意見

がありました。また、壱岐の文化についても興味を持ってほしいという意見がありました。

観光インフラやアクセスの課題（36）
• 観光施設や宿泊施設、観光案内所の不足など、観光客がスムーズに楽しめる環境の不足に関する

不満がありました。また、本土からの船の便や島内の交通手段に関する課題も指摘されていまし
た。

観光受け入れ態勢の向上（23）
• 市民の観光振興への意識向上や観光施設の充実などに関する提案があり、特に地元の人々と観光

客との交流やコミュニケーションの促進が重視されていました。

その他（12） • 土産物店の充実、ゴミの処理、公衆トイレの整備などの意見が寄せられました。

おすすめできる理由は「自然」「食」「観光スポット」が大きな理由。おすすめすると同時に観光施設の整備や
交通アクセスの改善を求める声も同時に寄せられた。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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壱岐への観光推奨がどちらともいえないと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

観光スポットや施設の不足（33）

• 観光地として整備されていないモノ・コト（夏の海、冬の食以外）が多数見かけるため。
• 観光案内のパンフレットや交通手段がないため。
• 街の外観や施設の老朽化、トイレの整備不良などのため。
• 島外の人にアーケード街を自信を持って見せられる状態ではないため。
• 観光客が期待するような観光スポットが少ないため。
• 観光地の整備が不十分で、観光客の満足度が低い。
• 観光地や宿泊先が少なく、街の外観が良くない。

自然の美しさ以外の魅力不足（11）
• 自然の美しさや海の美しさは壱岐の魅力であるが、それ以外の魅力が少ないから。
• 食品の開発や料理の開発が重要である。

交通の不便さ（9）
• 交通費が高く来島するための交通手段が限られているから。
• 観光地へのアクセスが悪い。

観光客へのサービスの不満（6）
• 観光業のおもてなし度が低い。
• 観光案内や情報が不十分で、観光客が不安に感じることがある。
• 価格が高く、コストパフォーマンスが悪い。

その他（6）
• 市政の問題や観光振興の不足が指摘。
• 観光地のPR不足や積極性の不足が指摘。

おすすめできるかどちらともいえないと思う理由は「観光スポットや施設の不足」が最多となった。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。

壱岐への観光がおすすめできない理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

観光施設・環境の不備（33）

• 島内の観光地の整備が不十分で、草が生い茂っていたり施設の老朽化が進んでいるから。
• 交通手段の不便さやアクセスが悪いから。
• 宿泊施設や飲食店の質が低く、サービスも悪いから。
• 観光地が一度訪れれば十分で、再訪したいという要素が少ない。
• 観光スポットが限られており、1日で観光が済んでしまうため、連泊する魅力がない。

地元住民の意見（10） • 観光地化による環境の悪化に不満を持っており否定的な意見。静かな環境を保ちたいという希望。

リピートに繋がる観光施設やサービスの不足によりおすすめできないと思う理由が最多。
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壱岐への移住をおすすめできる理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

自然環境（39）
• 壱岐は自然が豊かであり、農業や漁業などの自給自足生活が可能です。都会に比べて人口が少な

く、自然に囲まれた環境での生活を求める人にとって魅力的だから。

住みやすさ・生活環境（35）
• 壱岐は公共施設や交通機関が整備されており日常生活に不便がない。また、空き家のリノベー

ションや移住者支援など住民の生活をサポートする取り組みも進んでいるから。また、治安も良
い。

仕事・経済（24）
• 住みやすい環境で仕事も一定程度整備されている。リモートワークや自営業など柔軟な働き方を

求める人には適している一方、高収入の職種や多様な職種が少ないことが課題。仕事の選択肢が
限られている。

災害・安全性（20）
• 災害が少ないため、安定した生活が期待できます。特に老後をゆっくりと過ごしたい人にとって

は、穏やかな環境が魅力的だから。

人間関係・コミュニティ（18）
• 壱岐の人々は思いやりの心があり、親しみやすい雰囲気があります。新しいコミュニティーを築

きやすく、地域コミュニティでの関わり合いが豊かであるから。また、地元の人々は親切で温か
く、移住者を歓迎する環境が整っているから。

食（17） • 新鮮な食材が豊富であり、食べ物とお酒がとにかく美味しい。

子育て（13）
• 子育て世代にとって魅力的な場所。自然豊かな環境で子供たちがのびのびと成長できるほか、安

全で穏やかな地域社会が子育てを支えている。

おすすめできる理由として「自然環境の良さ」が最多となった。それに「住みやすさ・生活環境」が続く。仕事面では
課題も同時に示された。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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壱岐への移住推奨がどちらともいえないと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

行政、地域コミュニティへの不満（61）

• 行政の対応や地域の人間関係に不満をもっているため。
• 地域のしきたりや人間関係の難しさに適応できるか考えるため。
• 子育て環境や老後の生活を考えると子育て世代では少子化での影響子供の選択肢が限られている。

複式学級であったり部活もやりたい部がなかったりするので、子育て世代にはおすすめできない。

仕事、交通インフラ、生活インフラの不足
（8）

• バスの便が少なく、道路が狭いなど交通インフラ面での不便さがある。
• 島外へのアクセスが少なく移動が困難。
• 医療機関の少なさや高度な医療サービスの不足により積極的におすすめできない。
• 遊ぶ場所や娯楽施設、大型店舗などの生活施設が不足しているから。
• 賃金の低さと仕事の少なさによりおすすめできない。
• 地域行事や冠婚葬祭などの出費が多く経済的負担が大きいから。

自然環境、生活環境（7）

• 自然が豊かで空気がきれいな環境を楽しめる。
• すぐ近くで海や自然に触れられることが魅力。
• 島民のコミュニティの結束を楽しめる。
• 人々が親切で、心穏やかに暮らせる雰囲気が良いと感じる。
• 都心よりもリラックスして暮らせる環境であることが魅力。
• 無理なく自分らしい暮らしができる。

どちらともいえないと思う理由として、「行政、地域コミュニティへの不満」が最多となった。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。

壱岐への移住をおすすめできないと思う理由（記述要約）

カテゴリ別 記述内容（要約）

生活環境・地域コミュニティ（74）

• 他の地域と比べて交通の不便さがあり、島国感情も強いため。
• 島外からの移住者を受け入れる雰囲気が醸成されていないから。
• 娯楽施設が少なく島外出身者にとっては不向きであると思うため。
• 車が無ければ生活していくのは大変だと思うから。
• 地域社会とのつながりが強く人の影響を受けやすい環境下で生活しなければいけないから。
• 人間関係が複雑で町内会の役員を任せられたり、行動を監視されたりするため。

仕事・経済（27）
• 就職先や収入が不十分であり、経済的な不安を抱えなければいけないため。
• 雇用が限られており、仕事の選択肢が少ないから。
• 高収入の見込みが低く、経済的に苦しい生活を強いられるため。

生活・福祉（26）
• 医療体制や福祉対応が不十分であり、移住者にとって不安があると思うため。
• 公園といった子育て環境や教育の質が十分ではなく、子育て世代にとって不便であるため。
• 地域の施設や公共施設が不足しており、生活の不便さを感じると思うから。

「生活環境・地域コミュニティ」に対する不満により移住をおすすめしないという理由が目立った。
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壱岐市の施策満足度
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市民 職員

評価高い（最大2.0）

評価低い（最大▲2.0）

公共交通体系の充実や次世代産業育成・企業誘致などの満足度が低い。
市民と職員とは意識の差が大きく、市民は職員に比べ施策に対し厳しい見方をしている。

※数値は満足度指数：（大変満足×2＋満足×1＋どちらでもない×0＋やや不満×（-1）＋不満×（-2））/回答数
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（市民と市職員のギャップランキング）※満足度指数の差
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農林業

水産業

学校教育の充実

物産ブランドと商工業

企業間交流など新たな交流

UIターンの強化

結婚・子育て環境の充実

持続可能なコミュニティ形成

情報基盤の整備とICT

防災・危機管理体制の強化

人権・男女共同参画社会

歴史文化資源の保全・活用

生涯の生きがいづくり

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

地域共生社会の実現

社会基盤の充実

健康・医療の体制づくり

循環型社会の構築

公共交通体系の充実

意識のギャップが大きい

効率的な行財運営、観光振興、企業誘致、財政基盤構築などで特にギャップが大きい

※数値は満足度指数：（大変満足×2＋満足×1＋どちらでもない×0＋やや不満×（-1）＋不満×（-2））/回答数
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評価高い（最大2.0）

評価低い（最大▲2.0）

公共交通は若い世代の満足度が低く高齢者の満足度は比較的高い。
福祉など生活に関連する分野は高齢者の満足度が全体的に高めで若い世代の評価が低い傾向がみられる。

（年代別満足度）※満足度指数

※数値は満足度指数：（大変満足×2＋満足×1＋どちらでもない×0＋やや不満×（-1）＋不満×（-2））/回答数
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評価高い（最大2.0）

評価低い（最大▲2.0）

公共交通、学校教育などが大きく低下。反対に物産ブランド・商工業の評価が高まる。

（５年前比較）※満足度指数
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結婚・子育て環境の充実がトップ。高齢者福祉や公共交通、UIターン施策も重視
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（市民：年代別重点施策） 若い世代は「結婚・子育て」。高齢者は「高齢者福祉」など関係性が高い施策の重視を望む。
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60代は「農林業」。30代を中心に「結婚・子育て」を重視する傾向。

農
林
業

水
産
業

物
産
ブ
ラ
ン
ド
と
商
工
業

次
世
代
産
業
育
成
・
企
業
誘
致

観
光
振
興

結
婚
・
子
育
て
環
境
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

健
康
・
医
療
の
体
制
づ
く
り

地
域
共
生
社
会
の
実
現

高
齢
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

生
涯
の
生
き
が
い
づ
く
り

人
権
・
男
女
共
同
参
画
社
会

循
環
型
社
会
の
構
築

情
報
基
盤
の
整
備
とIC

T

公
共
交
通
体
系
の
充
実

社
会
基
盤
の
充
実

防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
強
化

歴
史
文
化
資
源
の
保
全
・
活
用

U
I

タ
ー
ン
の
強
化

企
業
間
交
流
な
ど
新
た
な
交
流

効
率
的
な
行
政
運
営

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
構
築

20

（職員：年代別重点施策）
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（重要度：市民・市職員・事業者・高校生）
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観光や結婚・子育て、企業誘致、学校教育などを重視する傾向が高い。
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農林業の振興

水産業の振興

物産ブランドと商工業の振興

次世代産業の育成と企業誘致の

促進

観光の振興

結婚・子育て環境の充実

学校教育の充実

持続可能なコミュニティの形成

健康・医療の体制づくり

地域共生社会の実現

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

生涯の生きがいづくりと青少年育成

人権・男女共同参画社会の形成

循環型社会の構築

情報基盤の整備とICTを活かした

まちづくり

公共交通体系の充実

社会基盤の充実

防災・危機管理体制の強化

歴史文化資源の保全・活用

UIターンの強化

企業間交流など新た

な交流の創造

官民連携による効率

的な行政運営

持続可能な財政基盤の構築
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

１．農業振興

担い手確保と若手農業者への支援
・一次産業従事者への月々手当支給や若手への手厚い支援を通じた担い手確保の必要性（3）
・移住者に対するビニールハウスや牛舎の無償貸し出し制度の創設を通じて、若手の農業参入を促す提案（1）
・農業の魅力を高め、若い世代の地元復帰や安心しての就業を支援する制度（2）
農産物の販売促進と価格安定化
・壱岐牛の価格を下げて島内外での購入を促進し、農業振興と地域経済の活性化を図る提案（1）
・島内での農産物の流通・消費の拡大を図り、地元農産物の需要拡大と安定した価格形成を目指す要望（2）
・ 野菜の価格を他地域と同等にすることや米価の上昇（2）
効率的な農業経営と生産性の向上
・休耕地の有効活用や耕作放棄地の再利用、機械利用組合の助成など農業経営の効率化（3）
・農業法人の設立支援や補助金、売買価格の安定化、飼料費の補助など、効率的な経営のための支援（3）
地域資源の活用と環境保全
・自然資源を活かした壱岐ブランドの発信や、環境保全を含めた持続可能な農業振興。(3）
・耕作放棄地の有効活用や農地の転作条件の見直しの提案（2）

２．水産業振興

漁業の低迷と支援強化
・温暖化や資源減少による漁業の低迷に対し、漁師への支援強化や事業継続支援（3）
・漁業の抜本的な対策や漁業協同組合の統合など、漁業振興のための根本的な取り組み（2）
資源の保護と再生
・魚やウニ、海草などの資源減少に対し、海洋環境の整備や資源再生への取り組み（4）
・海の環境保全やイソ焼け改善など、海洋生態系の健全化に向けた対策（3）
水産物のブランド化と流通促進
・壱岐の水産物をブランド化して広め、地域経済の活性化と水産業の振興を図る取り組み（2）
・新鮮で美味しい魚を広く知らせ、観光客や地域住民に提供することで、水産業の持続可能な発展を目指す（2）
若手担い手の確保と育成
・若手漁業者の地元復帰や安心しての就業を支援し、後継者の育成に取り組む（3）
・後継者の減少に対処し、養殖業などの新たな産業導入や水産業への魅力向上（3）
効率的な経営と持続可能な開発
・漁業経営の赤字化への対策や燃料高騰への対応、資源の有効活用など、効率的な経営と持続可能な開発（3）
地域間格差の是正
・地域間の格差を解消するために壱岐の水産業振興に国や県からの補助金の引き上げが必要（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

３．物産ブランド、商工業振興

ブランド化と宣伝の強化
・壱岐の特産品や地域資源のブランド化と宣伝が不十分である（7）
・壱岐特産品の魅力を全国や九州エリアに向けて積極的に発信してほしい（4）
・特産品の宣伝活動やイベントを通じて、壱岐のブランド価値を高める取り組みが必要（3）
加工品や商品開発の促進
・地元の農産物や水産物を活かした加工品の開発や多様な商品開発を促進（5）
・若い世代が参加しやすい商品開発や販売の機会を増やし、地域経済の活性化を図るべき（3）
販路拡大と試行錯誤
・新しい商品やアイデアの開発、売れない魚などの活用方法の試行錯誤を支援し、地域産業の振興を図る（2）
・高級ホテルなどへの壱岐産農林水産物の提供やPR活動を強化し、新たな販路を開拓する必要がある（2）
食材の活用と加工食品の販売促進
・島産食材を使った加工食品の販売促進や販売のハードルを下げる取り組み（2）
・高校生など若い世代が考案した食品や料理を販売につなげる機会を増やし、地域経済の活性化を促進（1）
商工業の振興
・商工業の振興についての要望もあり、地域経済の多様化と活性化を図る必要がある（1）

４．企業誘致

雇用機会の増加と地域経済の活性化
・新たな企業の誘致を通じて、地域の雇用機会が増え、地域経済が活性化することに期待（8）
・雇用機会の増加を通じて、若い世代が壱岐に帰ってきたり、島内で働く環境を整備（8）
・現在の雇用拡充施策が定着しない問題があり、施策の見直しや改善が求められている（2）
観光産業との連携
・企業誘致を通じて観光産業との連携を強化し、壱岐の魅力を発信する取り組みが必要（2）
・島全体を観光テーマパーク化する提案や、観光客による収益を増やすための施策（1）
政策の具体化と継続性
・市が壱岐の魅力を継続的に発信し、企業誘致に取り組むことが求められている（4）
・中途半端な政策ではなく、積極的で思い切った企業誘致が必要（2）
島内資源の活用と多様な産業の導入
・島の資源を活用した新たな産業の導入や多様化が必要（4）
・IT産業や製造業など、新たな産業の誘致（3）
若者の定着とUIターンの促進
・若者が島内で働く環境が整い、壱岐に帰る動機が生まれるような取り組み（3）
・UIターン支援策の強化や、若者が働きたいと思う環境の整備（3）
空き施設や空き地の活用
・空き施設や空き地を活用し、企業誘致のための施策を推進（3）
助成金や支援制度の見直し
・助成金や支援制度の見直しや、実態の把握・検証（2）
・壱岐の魅力を発信し続け、共感できる企業を誘致する取り組み（2）
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

４．企業誘致

・大型の商業施設やショッピングモールの誘致（2）
・補助金の使途や助成条件の厳格化（1）
地域の魅力の発信と共感
・壱岐の魅力を発信し続け、共感できる企業を誘致する取り組み（2）
ショッピングモールや商業施設の誘致
・大型の商業施設やショッピングモールの誘致（2）
補助金の使途の正確性と公平性
・補助金の使途や助成条件の厳格化（1）

５．観光振興

情報発信と魅力づくり
・観光情報の発信や魅力的な観光スポットのPRが必要であり、リピーターを増やすための努力（16）
・冬場でも楽しめる観光プランやアクティビティの充実（3）
・新旧の観光施設の維持管理や整備が必要であり、特に道路や公共施設の清掃や管理（3）
観光資源の活用と地域振興
・島全体を観光資源と捉え、観光地の整備や除草管理を通じて、地域経済の振興と観光消費の増加が期待（3）
・季節によらず観光客を呼び込むためのアクティビティや観光プランの開発（2）
・交通の利便性や交通費の削減が観光客誘致に重要であり、船便の改善や料金の見直し（2）
施設の充実と改善
・観光施設や宿泊施設の品質向上や整備の必要性（5）
・ショップや土産物店の充実や整備、観光スポットのトイレや観光案内所の改善（4）
・温泉施設や室内タイプの観光施設の導入（2）
情報発信手段の多様化と活用
・SNSやインターネットを活用した情報発信や広報活動の強化（10）
・地元の魅力や観光スポットをアピールするために、有名人やインフルエンサーの活用（5）
観光客の満足度向上と受け入れ環境の整備
・観光客が満足する施設やサービスの提供が必要であり、特に宿泊施設の品質や清潔さの向上（3）
・観光客の利便性や快適性を向上させるための施策やアクセシビリティの改善（2）
地域間連携と協力体制の構築
・他地域との観光連携や交流、観光イベントの共同開催など、地域間協力の強化（3）
環境美化と持続可能な観光
・環境美化やゴミの処理、観光地の清掃など、持続可能な観光を実現するための取り組み（3）
情報の可視化とアクセス向上
・観光情報の可視化や観光スポットへのアクセス改善が必要であり、観光客が利用しやすい情報提供（2）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

６．結婚・子育て環境の充実

移住者の受け入れと情報発信
・移住者の子育て支援を強化（1）
・島外者の移住促進のために情報発信（1）
子育て支援と経済的負担軽減
・補助金制度の見直しや、子育て終了後の支援の充実（1）
・子育て世帯への補助金拡充や医療費の無料化（2）
・子ども手当の増額（1）
子供向け施設・遊び場の整備
・子供が遊べる公園や施設の充実（7）
社会的イベントや交流の促進
・地域イベントや交流の場の充実（2）
・子育て世帯や若者の交流の場を増やすべき（2）
教育環境の改善
・教育環境の改善と移住者に対する教育施策の提供（1）
結婚・出会いの支援
・結婚や出会いの場を提供する支援が必要（2）
・婚活支援や結婚支援を強化すべき（2）
住宅・生活環境の整備
・若い世代の住宅支援や生活環境の整備が必要（2）
・物価や生活負担の軽減を図る措置（3）
医療サービスの拡充
・医療費の無料化や産後ケアの充実（2）
・医療機関やケア施設の拡充（1）
地域の活性化と観光振興
・観光振興と地域の活性化を図るべき（2）
・子育て世帯や若者を地域に定着させるための施策が必要（3）

７．学校教育の充実

学校給食
・給食費の無償化の要望（3）
学校施設・設備
・学校図書館のデータベース化と蔵書のネット検索化（1）
・学校施設の老朽化への対応（4）
教育内容と充実度
・学校教育の充実のための予算増額の要望（1）
・ICTを活用した教育の推進と本土との教育格差の是正（2）
・学校教育の見直しや教職員の質の向上（5）
・不登校や発達障害児への教育支援の充実（2）
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

７．学校教育の充実

学校の統廃合と送迎体制
・小学校と中学校の統廃合（5）
・学校スクールバスの均等化や送迎体制の充実化（3）
高等教育機関の設置と地域特性
・大学や専門学校の設置に関する要望（2）
・壱岐ならではの教育環境の整備と地域特性の活用に関する提案（3）
移住促進と教育レベル向上
・移住促進のための教育環境整備に関する意見（2）
・教育レベルの向上を目指す必要性（2）
教育の個別対応と教員の育成
・生徒の個別ニーズに対応した教育の必要性（3）
・教員の育成や教育方法の改善（3）

８．持続可能なコミュニティの
形成

地域コミュニティの見直しと運営
・まち協の見直しの必要性に関する疑問（1）
・地域参加型コミュニティの形成を要望（1）
・若い人や移住者の意見を取り入れる必要性（2）
・島内だけでなく、島外の声にも耳を傾けるべきとの提案（1）
交通面の改善
・島内全域にコミュニティバスの導入を要望（1）
・高齢者向けのコミュニティバスの増設（1）
若者の参加と役割分担の均等化
・若者や移住者の意見の重視と休日の労働負担の削減（2）
・若い人の意見を尊重し、過度な労働負担を減らす必要性（1）
新しいコミュニティ形態への対応
・従前型のコミュニティが消滅する可能性に対する警鐘（1）
・新しいコミュニティ形態への早期提案と検討の必要性（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

９．健康・医療の体制づくり

医療機関の充実とサービス改善
・救急外来や小児科の設置の必要性（2）
・平日に働く人のために週末の健康診断を実施する必要性（1）
・島内の医療体制の不十分さが定住を妨げる要因である可能性（1）
・医療サービスの充実とアレルギー負荷試験などの専門機関の設立要望（2）
・医療機関の午後診療拡充や特定科目の増設の必要性（2）
・健康診断の待ち時間や診察の日程に関する改善要望（2）
・医療機関での待ち時間の長さに関する不満（3）
・医療機関の先生の質や病院の建物に対する評価（3）
・老人ホームや介護施設の不足に関する懸念（1）
・医療機関の運営の緊張感や不安定さに関する指摘（3）
・専門医院の充実と手術の島外での実施への不満（2）
・休日の医療体制や待遇改善に関する要望（2）
・医療機関での個人情報保護に関する不安（1）
・検査や予防接種の無償化や手術の負担軽減に関する要望（3）
・医療サービスの充実と安心感の向上（2）
・看護師不足への対応と情報の提供改善に関する要望（2）
・医療機関の情報提供方法の改善要望（2）
・医療機関のアクセス改善と情報提供の必要性（2）
医療サービスの地域への浸透と高齢化対応
・地域コミュニティでの健康寿命増進活動の推進要望（1）
・医療機関の診療範囲の拡大や地域への浸透の必要性（2）
・高齢化に伴う医療機関への安心しての受診の要望（2）
医療体制の地域間格差の解消と充実
・地域間の医療格差の解消に関する要望（1）

10．地域共生社会の実現

行政・サービスの連携と社会的支援
・高齢・児童・障害の行政担当者の連携不足と横断的支援体制の必要性に関する指摘（1）
・地域社会の生活道路の維持・管理への重視不足の指摘（1）
・地域社会における生活道路の整備と管理の重要性に関する要望（1）
・生活保護を受けている人と働ける人の平等性に関する指摘（1）
・地域活動を担ってきた高齢者の動けなくなる問題と地域への貢献の可能性に関する提案（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。

市
民
・
市
職
員

事
業
所

高
校
生

中
学
生

教
職
員

民
生
・
児
童
委
員
、

行
革
委
員

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
パ
ー
ト
ナ
ー



29

今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

11．高齢者福祉の充実

施設・サービスの不足
・温泉券やマッサージなど、高齢者福祉に直接関わるサービスの切り捨てに対する不満（1）
・高齢者施設の不足に関する指摘（5）
・老人ホームや介護施設の増設を求める要望（11）
・認知症や精神的疾患に対する施設の充実を望む声（3）
・老人ホームの増設や見守り体制の強化に関する要望（5）
・高齢者のショートステイ施設の充実を求める意見（2）
行政・福祉サービスの充実
・行政や福祉サービスの連携や機能不全に対する指摘（1）
・働き世代にとって高齢者のショートステイの充実が必要とする声（2）
・高齢者への見守り介護サービスや包括支援センターの機能強化を求める意見（3）
・介護職の報酬を上げて人材確保を図るべきだとする要望（1）
金銭的支援
・年金受給者が施設入所できない経済的問題に関する指摘（2）
その他
・地域社会の高齢者が安心して暮らせる環境の整備に対する要望（2）
・介護職の報酬や施設利用料の改善を望む声（2）
・高齢者福祉の改善が必要だとする意見（1）

12．障がい者福祉の充実

就労支援
・障害者の就労支援施設の充実を求める声（2）
・障害者のための就労継続支援B型事業所の満員状況や将来的な需要の増加に関する懸念（2）
・障害者の雇用機会の不足に対する意見（5）
・障害者の働く場や働きやすい環境の整備を求める声（4）
医療・福祉サービスの充実
・障害者向けの医療や福祉サービスの充実を望む意見（3）
・医療措置を必要とする障がい者の短期入所施設の受け入れ対応の必要性に関する指摘（1）
・障がい者施設の不足に関する懸念（2）
・障がい者向けのデイサービスや施設の受け入れ先の不足についての指摘（2）
社会参加とコミュニティ形成
・障がい者の社会参加やコミュニティ形成の促進を求める声（3）
・障がい者の家族会やコミュニティーの形成を支援する必要性に関する意見（1）
その他
・障がい者だけでなく中年層のディサービスや支援の充実を望む声（1）
・障がい者や高齢者のための交通インフラの整備に関する意見（1）
・公的機関だけでなく民間企業の障がい者雇用を促進する必要性に関する提案（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

13．生涯の生きがいづくりと青
少年育成

スポーツ施設の充実
・市民プールや運動施設の増設や改修が求められています（1）
・スポーツ用品の貸し出しや生涯スポーツの推進、スポーツ行事の増加が要望されています（2）
文化・イベント施設の充実
・壱岐の島ホールや図書館のイベント充実や拡大、閉館時間の延長が望まれています（1）
・伝統的な地域行事やイベントの復活や増加が要望されています（2）
教育支援
・大学・専門学校への進学支援が必要とされています（1）
地域施設の整備
・陸上競技場やグランドの整備や補修、体育館の利用環境改善が要望されています（2）
地域イベントの復活
・以前に行われていたイベントの復活や新たなイベントの開催が求められています（2）
生きがいの創出
・人々の生きがいや幸せにつながるアイデアや取り組みの提案が期待されています（2）
高齢者の生きがいや健康づくり
・高齢者を含めた健康づくりや生きがいの確保が必要とされています（1）

14．人権・男女共同参画社会の
形成

雇用・労働環境の改善
・男女の給料格差やパートタイム労働者への待遇改善が求められています（1）
・保育士などの女性職業における休暇制度の改善が必要とされています（1）
家庭と仕事の両立支援
・家庭と仕事の両立を支援する施策や制度の充実が必要とされています（1）
・家庭内における男性や夫の在り方や役割についての改善が求められています（1）
障がい者の権利保護
・障がい者に対する平等な権利保護や社会参加の促進が求められています（1）
人権教育の強化
・子供への人権教育の強化が求められています（1）
行政の取り組みの拡大
・行政や社会全体における男女共同参画の取り組みの拡大が必要とされています（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

15．循環型社会の構築

オーガニック農業の推進
・オーガニック農業の普及とブランド化を通じて、健康と環境への配慮を促進する必要があるとの意見が示されて
います（1）

プラスティックゴミの処理と再利用
・プラスティックゴミや他の廃棄物の収集・再利用システムの構築が求められています（1）
・無駄やゴミの排除を通じて、美しい環境を取り戻す必要性が提起されています（1）
再生可能エネルギーの導入と廃棄物処理
・再生可能エネルギーの導入や廃棄物の適正な処理、下水処理の整備が必要とされています（1）
 4持続可能な開発と資源活用
・持続可能な開発のために、移住や子育て環境の充実、地域資源の活性化が必要との指摘があります（1）
・地域の資源をリサイクルし再利用する仕組みの構築が望まれています（1）
・自然エネルギーの利用を増やし、資源の実用化を促進することが提案されています（1）

16．情報基盤の整備とICT まち
づくり

 ICTを活用した農業とまちづくりのスマート化
・ICTを活用して農業やまちづくりをスマート化する取り組みが求められています（1）
通信環境の整備
・通信環境の整備が必要であり、スマートフォンがつながりにくい地域があることが指摘されています（1）
情報発信の簡易化と利便性の向上
・年齢に関係なく、簡単に情報発信でき、便利に利用できる環境の整備が求められています（1）
・壱岐発のスマートフォンアプリの充実が望まれています（1）
健康情報の収集と活用
・ウェアラブルデバイス等を活用した健康寿命延伸に向けたデータ収集と活用が必要とされています（1）
情報基盤の整備と地域間の連携
・情報基盤の整備が住みやすさと相互支援に直結するとして、電波の届きにくい地域に無料Wi-Fiスポットの設置や

5G電波の全域カバーが提案されています（1）
 ICTの活用促進と教育
・ICTの活用を医療や子供の教育に積極的に取り入れる必要性が指摘されています（1）
・子どもの時からICTを身近にしておく必要があるとの意見もあります（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

17．公共交通体系の充実

交通手段の利便性向上
・運賃の見直しや、高速船の利用拡充、船や飛行機の便数増加、時間帯の変更など、交通手段の利便性向上が求め
られています（22）

交通インフラの整備と改善
・港の駐車場の整備や船の浮桟橋の早期建設など、交通インフラの整備が必要とされています（5）
公共交通機関の充実と運営の改善
・オンデマンドバスやコミュニティバスの導入、バス停のQRコード化、公共交通機関の運行時間や運賃の見直しな
ど、公共交通機関の充実と運営の改善が求められています（14）

高齢者の移動支援
・高齢者向けの交通手段の充実や安価な交通手段の提供、公共交通機関の利用促進が望まれています（13）
情報化と交通の統合
・ICTの活用やスマートな交通システムの導入が提案されています（4）
観光客対応と地域活性化
・観光客対応のための交通インフラ整備や地域活性化のための交通手段の改善が必要とされています（3）

18．社会基盤の充実

子供の遊び場不足と公園の整備
・子供の遊ぶ場所や居場所の不足、公園や遊具の老朽化、遊具の少なさ、公園の草ぼうぼう状態などが指摘されて
います（11）

道路や公園の環境整備
・道路脇の草木や木の伐採、道路の拡張や整備、公園の老化した遊具の修理や更新、街灯の増設など、道路や公園
の環境整備が求められています（12）

地域社会の施設整備
・新しい道路や公園の整備の他に、スーパーマーケットや靴屋、CDレンタル店、ホームセンターなどの商業施設の
設置が望まれています（2）

高齢者への配慮と地域の維持管理
・高齢者が道路や公園の除草作業などで困難を抱えており、地域社会の維持管理に関して業者による施工が望まれ
ています（5）

無駄な工事の削減と効率的な予算配分
・道路や公園における無駄な工事の削減と、予算の効率的な配分が求められています（4）
地域の観光施設や憩いの場の整備
・地域に訪れる観光客や市民のための道の駅や足湯などの観光施設や憩いの場の整備が提案されています（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

19．防災・危機管理体制の強化

安全な避難場所の整備
・災害時に安心して避難できる場所が必要であり、博物館などの建物よりも避難施設の整備（1）
避難生活の支援
・台風や大雨による避難時に必要な飲食や寝具などの支援が不足しており、特に高齢者や車を持たない人への支援
が必要だと指摘されています（1）

高齢者への支援
・高齢化社会において、高齢者への避難支援やサポートが必要であり、高齢者の位置情報などの把握が重要だとの
声があります（1）

原発周辺の避難対策
・原発周辺の住民に対する避難計画や施設の不足が懸念されており、シェルター的な対応の強化が求められていま
す（1）

災害発生時の危機管理体制の整備
・異常気象による災害が増える中、災害発生時の危機管理体制の整備が必要であり、未整備の箇所の対策も重要だ
との意見があります（1）

設備の強化
・水害や災害に備えた設備の強化が必要であるとの声があります（1）

20．歴史文化資源の保全・活用

歴史と文化の魅力的な展示・イベントの盛り上げ
・壱岐の歴史や文化は魅力的であり、観光やイベント企画を通じてさらに盛り上げる必要があるとの意見がありま
す（1）

文化遺産の保全と情報発信
・一般に知られていない文化遺産やレトロな建物の保全を求める声があり、また、壱岐の歴史や文化に関する情報
発信を強化する必要があるとの意見があります（2）

茶道の活性化と茶室の整備
・壱岐と茶道の関係を活かし、茶道活動に力を入れるべきだとの声があり、また、茶室の整備や修復が必要である
との意見があります（1）

歴史文化資源の展示場所の改善
・歴史文化資源を見やすい場所に展示することが重要であり、興味を持ってもらえるような展示が求められていま
す（1）

壱岐の歴史のアピール
・壱岐の過去の繁栄や貿易などの歴史的な側面をアピールすることが重要であり、地域の活性化につながるとの意
見があります（1）

地元の活用と保護
・歴史文化資源の活用を地元の人々にもっと増やし、保護にも努める必要があるとの意見があります（1）
神社の保全と清掃
・神社の保全や清掃、復旧が必要であるとの声があります（2）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

21．UI ターンの強化

若者の雇用機会と魅力的な環境作り
・若者が学校を卒業して帰島し、働ける魅力的な職場や環境が必要であるとの意見があります（3）
住宅環境の整備と生活費の軽減
・市の住宅を独身者でも安く借りられるようにすることや住みやすい環境を整備することが求められています（2）
人口減少対策と空き家対策
・島内の人口減少を止めるために、UIターンや空き家の活用を強化する必要があるとの声があります（6）
地域での就業機会の拡充
・働く場所が限られているため、もっと働く場所を増やすことが求められています（4）
 Uターン支援の強化と資格取得支援
・Uターン者への支援や資格取得支援が必要であるとの声があります（4）
若者向けの住宅支援
・一人暮らしや若者向けの住宅支援が必要であるとの意見があります（3）
地域活性化のための施策
・島内での企業誘致や地域活性化施策が必要であるとの声があります（4）
島の魅力の再評価とPR
・壱岐の魅力を再評価し、Uターンを促進するためのPRが必要であるとの意見があります（3）
情報技術の活用とリモートワーク環境の整備
・情報技術の活用やリモートワーク環境の整備が必要であるとの声があります（2）

22．企業間交流など新たな交流
の創造

雇用・職場の不足
・島での雇用機会が不足しているため、島外に働きに出る人が増えていくとの懸念があります（1）
・職種の選択肢が限られており、働きたい場所が少ないとの指摘があります（1）
新たな産業の誘致
・島外の企業や先端産業を誘致し、雇用や賃金の向上を図る必要があるとの意見があります（2）
・ICTなどの技術を活用した企業の積極的な誘致が求められています（1）
交流の促進と情報共有
・交流を増やすことで情報共有を図り、壱岐の魅力を広く知らせることが重要であるとの考えがあります（1）
観光資源の活用
・映画やドラマのロケ地としてのPRや、スポーツイベントの特典などを活用して観光客の増加を図ることが提案さ
れています（2）

リモートワークや在宅勤務の推進
・リモートワークや在宅勤務が可能な企業を誘致することで、女性や若手の雇用機会を増やし、子育て世代の働き
やすさを向上させることが期待されています（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市民アンケート）

分野 内容

23．官民連携による効率的な行
政運営

議員の数と質の問題
・議員の数が多いとの指摘があります（1）
民間への相談不足と市政の透明性
・市政の決定が市だけの判断で行われ、民間への相談が不足していたとの指摘があります（1）
・市役所職員が民間企業の厳しい現状を理解し、効率的な施策を打ち出すべきだとの意見があります（2）
雇用創出と経済活性化
・働ける場所が少ないとの指摘があり、雇用の場の創出が求められています（1）
縦割りの組織や効率化の必要性
・縦割りの組織を改正し、効率的な行政体制の構築が求められています（1）
・市役所の職員数の見直しや経営感覚の導入、スリム化・効率化が必要との意見があります（2）
官民連携と協働の重要性
・官民連携による行政の強化や、市役所職員と民間の協働が重要であるとの指摘があります（2）
行政組織の見直しと市民参加の促進
・行政の体制強化や、市民の参加を促す仕組みの構築が必要であるとの意見があります（1）

24．持続可能な財政基盤の構築

税金の効率的な使い方への要望
・農林・水産・建設などの予算を効率的なシステムへの投入に使うべきだとの意見があります（1）
・無駄な税金の使い方を避け、有効的な使い道を求める声があります（1）
財政の健全性と将来への不安
・小さな自治体であるため、将来のインフラ維持が心配であり、計画的な運営を望む声があります（1）
・市の人口に対して市会議員や職員の数が多いとの指摘があります（1）
・財政の健全化のためには、経営力を持つ人材の育成が必要とされています（1）
市庁舎の一本化と効率化の追求
・財政基盤の構築と共に、市庁舎を一本化するべきだとの意見があります（1）
補助金の費用対効果の精査
・市からの補助金について、行政の運営における費用対効果を精査すべきだとの指摘があります（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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自由記述（市民アンケート）

分野 具体的内容

行政・自治体の方針や対応に関する
提案（66）

• 市の方針の見直し: 市の方針が地域住民の声を反映していないとの指摘。
• 地域の幸福度向上: 観光だけでなく地域住民の幸福度向上を目指す方針の模索が提案。
• 行政サービスの改善: 行政手続きの簡素化や効率化が要望されています。
• 市政への参加機会の拡充: 市民の意見や提案を反映させるための仕組みの整備が求められています。
• 行政の透明性の向上: 行政の情報公開や市民への情報提供の要望。
• 地域イベントの継続と活性化: 地域のイベントや行事の継続と活性化のための支援が求められている。

地域活性化・経済に関する提案
（22）

• 農水産業の振興: 農産物や水産物の生産量向上や販路拡大の提案。
• 若者の定着施策: 若者の就職機会や住宅環境の整備が求められている。

教育・文化に関する提案（18）
• 教育環境の改善: 学校の施設や教育内容の充実が提案されている。
• 地域文化の継承と活性化: 伝統行事や文化イベントの支援や振興が求められている。
• 教育関連の提案：小学校の統合、教職員の過重労働改善、クラスの欠席者対策、教育のデジタル化やAI活用。

社会福祉・医療に関する提案（18）
• 福祉施設の充実: 老人ホームや医療施設の増設が要望されている。
• 高齢者支援の強化: 高齢者の医療や介護サービスの充実が求められている。
• 福祉・地域社会の提案：高齢者や障がい者の福祉施策の充実、フードバンクなどの支援施策。

公共施設やサービスの改善に関する
要望（16）

• 道路整備や公園の整備、地域の清掃活動の強化が求められている。

交通・アクセスに関する提案（13）
• 公共交通機関の充実: バス停の設置や運行頻度の向上が提案されている。
• 駐車場の不足: 特に観光地や商業施設周辺で駐車場の不足が課題とされている。

環境・災害対策に関する提案（12）
• 環境整備の強化: 公共施設や道路、公園の整備や清掃活動の強化が提案されている。
• 自然資源の保護: 地域の自然環境や生態系の保護が求められている。

高齢者支援に関する要望（11） • 高齢者向けの施設やサービスの充実、介護支援の強化。

教育・子育て支援に関する要望
（8）

• 地域の学校や教育環境の充実、子育て支援施策の拡充。

環境整備に関する要望（8） • 公共施設や道路、公園の整備や清掃活動の強化、ゴミ問題の解決。

市政に関する要望（7） • 市政の透明性や効率性の向上、市民参加の促進、予算の使途に対する透明性の確保。

経済・雇用関連の提案（5） • 経済・雇用関連の提案：島内企業の給与改善や雇用環境の整備、若者の就職先や子育て支援の充実。

観光・地域活性化に関する提案
（5）

• 観光・地域活性化に関する提案：観光以外の地域魅力の発掘と活用、地域資源の活用や地域イベントの強化。

その他の要望（20）
• 橋の建設、地域の安全性向上、住宅環境の改善、税金の効率的な使用、島の防風林整備や景観の美化、市民

参加型のまちづくり活動の推進。

市
民
・
市
職
員

事
業
所

高
校
生

中
学
生

教
職
員

民
生
・
児
童
委
員
、

行
革
委
員

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
パ
ー
ト
ナ
ー



37

今後の重要課題に関する具体的意見（市職員アンケート）

分野 内容

１．農業振興

人材育成
・後継者の育成や若手就農者支援、事業継承者支援など、農業者の後継者不足に対処するための施策や人材確保の
重要性が指摘されている（13）

農業経営の安定化
・農業経営の安定化を支援するために、農業コストの削減や支援、庶民レベルの価格設定などの提案（2）
農業技術の導入
・スマート農業や有機農業の推進の提案（2）
地域資源の活用
・遊休農地や耕作放棄地の有効活用の提案（2）

２．水産業振興

漁業の高度化と担い手支援
・スマート漁業や養殖漁業の振興、後継者対策、収入増対策、現役漁師の支援など、水産業の高度化と担い手支援
に関する提案（3）

新規就業者の増加と人材確保
・新規就業者の増加や将来に希望がもてるような手当て、漁師の人材確保が重要であるという提案（2）
漁業経営の安定化
・水揚げ量増加や加工・流通支援、広報PR活動支援など、漁業経営の安定化に関する提案（1）
水産業の振興とブルーカーボンクレジットの再投資
・水産業の振興とブルーカーボンクレジットの再投資が重要であるという提案（1）

３．物産ブランド、商工業振興

特産品の開発とアピール戦略
・特産品の増加と発信、地域での一体感をもって特産品やメニューを開発し、島の魅力をアピールする提案（3）
地域団体の連携とブランド化
・地域団体の連携強化や特産品のブランド化、有名人の起用など、地域の統一されたアピール戦略の提案（3）
加工・流通支援と事業拡大支援
・特産品の加工・流通支援や広報PR活動支援、事業拡大支援が必要であるという提案（1）

４．企業誘致

企業誘致と雇用創出
・国境離島の有効活用として、島内の就職率を上げるために企業誘致が重要であるとの提案。離島でもできるIT産
業や若者向けのお店の誘致などが提案されており、これによって雇用創出が期待されるという意見（4）

 IT産業と専門人材育成
・災害の少ない島の強みを活かし、IT企業やデータセンターなどの誘致を目指し、専門人材育成機関の誘致も含め
た提案（2）

若者向けの環境整備
・若者が働きやすい環境を整備することが重要であるとの提案。具体的には若者向けのお店やイオンのモール化な
どが挙げられた（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市職員アンケート）

分野 内容

５．観光振興

イベントと観光誘致
・地域事業者のイベントへの協力体制強化や観光客誘致イベント計画の提案（3）
観光基盤の充実と開発
・観光基盤の整備や旅行パックの開発、ガイド育成などの提案（2）
地域間のアクセス改善
・壱岐と島外を結ぶ橋の建設によるアクセス改善の提案（1）
神社仏閣の活用と地域の特色強調
・神社仏閣を活用し、地域の特色を強調する観光戦略の提案（1）
インバウンド観光への対応と観光大使の起用
・インバウンド観光への対応策や有名YouTuberを観光大使として起用する提案（1）

６．結婚・子育て環境の充実

子育て支援の充実
・子育て環境の充実や子育て支援策の拡充、保育施設の早期誘致、ふれあい交流事業の拡大などの提案（10）
子育て環境の整備と保育施設の活用
・子育て支援施設の設置や保育所の再利用、助成金や企業支援を通じた子育て環境の整備などの提案（3）
子どもの給付金に関する提案
・子どもの給付金を母親に支給することや給食費の無償化など、子どもに関する経済支援策に関する提案（2）

７．学校教育の充実

離島留学生確保と教育施設の改善
・離島留学生の確保や教育施設の改善、ICT化の推進、教育施設や教育内容の充実が望まれている（4）
学校の合併と適切な教育環境の確保
・少子化による学校の合併や教育環境の向上の提案。学校間の人員や設備の効率的な活用、教育格差を是正するた
めの施策の必要性の声がある（3）

教育内容の充実と教育格差の是正
・教育内容の充実や教育格差の是正、英語教育の強化などの提案。初期の基礎教育の充実や幼稚園での給食の提供
も検討していいのではという意見がある（3）

８．持続可能なコミュニティの
形成

地域コミュニティの拡充と限界集落化対策
・地域コミュニティの拡充や限界集落化地域の支援の提案。高齢者と子育て世代の交流や地域集まりの複雑さに対
する課題も指摘されている（1）

自治公民館の見直しとまちづくり協議会活動支援
・自治公民館の見直しやまちづくり協議会活動の支援が提案。地域のコミュニティ活動や地域づくりの強化が求め
られている（1）

高齢者と子育て世代のコミュニティ形成と町協の役割
・高齢者と子育て世代のウインウインの関係や町協の役割の明確化の提案。新たな移住者が地域コミュニティに参
加しやすくする取り組みも必要だという意見（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市職員アンケート）

分野 内容

９．健康・医療の体制づくり

医療体制の充実と医療従事者の待遇改善
・医療施設の充実や医療従事者の待遇改善、人材確保の提案（3）
離島での医療体制の不安と医療従事者の確保
・離島での医療体制の不安や医療従事者の確保、助成や周知の不足の指摘（2）
子育て支援の充実と健康環境の整備
・子育て支援が親だけでなく子どものためにも行われるよう指摘。また、健康になれる社会環境の整備も必要とい
う意見（1）

医療格差の是正と専門医の確保
・医療格差の是正や専門医の確保（1）

10．高齢者福祉の充実

介護・高齢者施設の整備と待機者対策
・介護・高齢者施設の整備と待機者対策の提案。施設入所待機者の改善や人材の確保も必要という意見（2）
島内での施設利用と島外との連携強化
・島内で完結できる施設の整備と島外との連携の強化。老々介護や高齢者支援の充実の提案（1）
運転免許返納後の生活質の向上と介護予防
・運転免許返納後の生活質の向上と介護予防の提案。元気な高齢者の活躍や介護予防の重要性（1）

11．障がい者福祉の充実

精神障害者への理解と支援
・精神障害者への理解と支援の必要性。目に見えない障害に対する理解と個々の症状に適した支援の提供が必要で
はないかという指摘（1）

発達障害など子どもの支援充実
・子どもの発達障害などへの支援充実。子どもや保護者への支援の充実が必要だという意見（1）
障がい者施設の整備と福祉サービスの充実
・障がい者施設の整備と福祉サービスの充実の提案。身体障がい者だけでなく視覚や聴覚障がいの方へのサービス
の充実が必要という意見（1）

障がい者と健常者のコミュニティー形成と地域連携
・障がい者と健常者のコミュニティー形成と地域連携の提案。障がい者が健常者との触れ合いの機会を持つことや、
地域内での支援の充実が必要という意見（1）

12．生涯の生きがいづくりと青
少年育成

世代間交流のできるスポーツ施設
・世代間の交流を促進するためのスポーツ施設の整備の提案。具体的にはボーリング場や卓球場などの施設が挙げ
られている（1)）

室内プールの整備と生涯学習の推進
・室内プールの整備、プールを利用した足腰の強化、肥満の改善、生涯学習の推進の提案（1）
生涯スポーツの振興と生涯学習の推進
・生涯スポーツの振興と生涯学習推進の提案。スポーツ施設の整備や生涯学習機会の提供を重要視（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市職員アンケート）

分野 内容

13．循環型社会の構築

地域脱炭素の実現
・地域全体での脱炭素化への取り組み。具体的な方法や戦略についての提案を考える必要があるという意見（1）
再生可能エネルギーの推進
・再生可能エネルギーの利用を促進することで地域の持続可能なエネルギー源に移行することへの提案（1）

14．情報基盤の整備とICT まち
づくり

 DX、ICTへの住民の理解向上と取り組み意識の促進
・住民に対してDXやICTの重要性や利用方法についての理解を深める取り組みや意識啓発が必要という意見（1）

15．公共交通体系の充実

公共交通の充実と再編
・公共交通機関の再編や充実の提案。バスや乗合タクシーの路線見直し、本数増加、オンデマンド交通の導入など
が具体的に挙げられた（3）

海路と空路の拡充
・海路と空路の拡充。航路や航空路の維持・活性化、福岡行きの飛行機の導入、海底トンネルでの陸続きなどの提
案（3）

島外への利便性向上と移動手段の充実
・島外への利便性向上や移動手段の充実。特に高齢者の移動手段や運転免許返納後の移動手段の充実が重要視され
ている（2）

16．社会基盤の充実

公園施設の整備と遊具の充実
・子供たちの遊べる場所の不足に対応するため、公園の遊具の増設や老朽化した遊具の点検と交換の提案（5）
電力ケーブルの本土との接続
・電力ケーブルを九州本土とつなぐことで、電力供給の安定化を図るべきという意見（1）
道路における街灯の設置
・安全な環境づくりのため道路に街灯を設置することの提案（1）

17．防災・危機管理体制の強化

公園と遊び場の整備
・子供たちが遊べる場所が少ないため、公園の遊具や施設の充実に関する提案。老朽化した遊具の点検や種類の増
加が要望されている（5）

道路の安全性向上と街灯設置
・道路に街灯を設置することで安全性を向上する意見（1）
避難場所の充実とペット可
・避難場所の充実とペット可の施策が提案されています。特に原子力訓練時における避難の認識不足を解消するた
め、ペット可の避難場所について周知を強化する必要があると指摘されている（1）

避難の周知強化
・原子力訓練時などにおける避難の周知強化が必要。全市民に対する避難の認識不足を解消するために、周知活動
の強化が提案されている（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（市職員アンケート）

分野 内容

18．歴史文化資源の保全・活用

神の島のアピールと観光スポットの活用
・神の島としてのアピールを強化するために、神社仏閣を全面に打ち出すことが提案。また、ガイドの育成や観光
スポットの活用を求める意見も出された（2）

旅行パックの開発と充実
・ゴルフや温泉などの旅行パックの開発と充実の提案（1）
ガイドの育成
・観光業を支えるためにガイドの育成の必要性（1）

19．UI ターンの強化

離島の魅力発信の強化
・離島の魅力を積極的に発信する必要性の提案（1）
移住者の募集と補助金に対する疑問
・移住者を募る際に引っ越し費用や短期滞在に対する補助金が本当に必要なのかという疑問視の意見（1）
二拠点居住の推進
・二拠点居住を推進する取り組みの提案（1）

20．企業間交流など新たな交流
の創造

雇用の創出と生産人口拡大の必要性
・雇用の創出が生産人口の拡大につながるとしてその重要性が強調されている（1）
地域外のリソースの活用と壱岐の宣伝
・地域外のリソースを活用し壱岐の魅力を全国に宣伝することで地域経済の振興や雇用の創出を図るべきだという
提案（1）

21．官民連携による効率的な行
政運営

業務体制の効率化
・効率的な業務体制の構築の提案。具体的には、窓口や電話などの対応をAIなどの自動化システムによって処理す
ることが挙げられた（1）

 AIによる自動対応処理化
・AIを活用して窓口や電話などの対応を自動化することの提案（1）

22．持続可能な財政基盤の構築

公共施設の解体と再利用
・不要な公共施設を解体し再利用することの提案（1）
給料額の底上げ
・市全体の給料額の底上げの必要性（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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自由記述（市職員アンケート）

分野 具体的内容

子育て支援と教育環境の改善（43）
• 子育て環境を充実によることで安心して子どもを生むことが期待される。
• 教育環境の充実がUIターンを促進し、持続可能な地域を築く手段となる。

人口減少対策（24）
• 若者や資格者の島内定着を促進するための施策を展開する。
• 島外企業との連携やオンラインワークの推進、交通機関の整備などにより、UIターンを促進する。

地域社会の統合と協働の促進（16）
• 旧町のしがらみをなくし、市民同士が協力し合う機運を醸成する。
• 男女平等の推進や地域コミュニティの活性化を目指す。

高齢者支援と福祉の充実（15）
• 介護施設の補助や高齢者の生きがいづくりを強化する。
• 交通機関の改善やICTの活用により、高齢者の生活を支える。

観光・環境整備（13）
• 観光施設や公共施設の清潔さや整備を向上させる。
• 自然環境の保護と豊かさを強調し、プロモーションや施策に反映する。

地域経済の活性化（13）
• 第一次産業の振興と雇用創出が求められる。
• 次世代産業の育成や企業誘致による地域経済の多角化が期待される。

高齢者支援と若者活躍の両立（13）
• 高齢者支援に加えて、若い世代の活躍を促進する施策が必要。
• 若者の移住や定住を支援し、若者が島内で活躍できる環境を整備する。

財政・行政のスリム化（9）
• 持続可能な財政基盤の構築と行政サービスの効率化が必要とされる。
• ICTを活用した行政サービスの改善や歳入確保の取り組みが重視される。

地域経済の活性化と資金循環（8）
• 地域経済の活性化を通じて、資金循環が促進される環境を作る。
• 地域の特産品や観光資源を活かした産業の育成や振興を推進する。

行政サービスの効率化と情報発信
（8）

• 行政サービスの効率化とDXの推進により、市民へのサービス提供を向上させる。
• 情報発信手段の多様化や住民の意識改革を通じて、情報の受け取りやすさを向上させる。

地域コミュニティの活性化と保育士
の処遇改善（6）

• 市民参加型のイベントやサークル活動を通じて、地域コミュニティを活性化させる。
• 保育士や介護士の給与を引き上げ、人材育成に力を入れる。

持続可能な人口増加対策（6）
• 少子化対策として、子育て世代の労働環境や生活環境の改善を図る。
• 若者の定住を促進し人口減少を抑制するための施策を展開する。

自然環境の活用と地域振興（4）
• 自然環境を生かした地域振興策や観光資源の活用を推進する。
• 農業後継者不足対策や地域特産品の集荷・販売促進など、地域経済の多角化を図る。
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順調に拡大, 1.5 

やや拡大, 25.0 

横這いが続く, 

24.3 

やや縮小, 24.3 

かなり縮小, 14.0 

わからない, 

11.0 

順調な増加, 4.4 

やや増加, 23.5 

横這い, 33.8 

やや減少, 19.9 

かなり減少, 18.4 
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（２）事業所アンケート調査結果概要

回答企業の業種

農業, 1.5 水産業, 0.7 製造業（機械）, 
2.2 

製造業

（食品

等）, 
9.6 

製造業（その他）, 

4.4 

建設業, 9.6 

電気・ガス・水道, 

2.2 

情報通信, 0.7 

運輸・郵便, 2.9 

卸売・小売業（物

販）, 20.6 
宿泊, 

6.6 

飲食, 9.6 

生活関連

サービス, 

9.6 

娯楽・レジャー, 

1.5 

教育・学習支援, 

0.7 

医療・福祉, 5.9 

その他, 11.8 

25.4 
14.2 

9.7 
2.2 

6.0 
5.2 

4.5 
7.5 

14.9 
10.4 

 0.0  5.0  10.0  15.0  20.0  25.0  30.0

0～10％

11～20％

21～30％

31～40％

41～50％

51～60％

61～70％

71～80％

81～90％

91～100％

市内調達率

近年（昨年、今年）の業績（売上）

今後の業績予想
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今後の雇用予定・希望

増やしたい（予定あり）

15.7 

増やしたいが現

実的に難しい

32.8 

現状維持

48.5 

むしろ減らしたい

3.0 

後継者の有無（事業承継）

後継者が決定し

ている

32.1 

事業を続けたい

が後継者が決

まっていない

10.4 

自分の代で廃

業予定

16.4 事業譲渡を予定

3.0 

今はまだ考えて

いない

35.8 

その他

2.2 

今後の経営で望まれる対策

壱岐市が今後取り組むべき重点施策

18.8 
22.6 

15.0 
23.3 

42.1 
25.6 

8.3 
9.8 

10.5 
4.5 

7.5 
3.8 

6.0 
0.8 

5.3 
6.0 
6.0 

2.3 
6.0 

5.3 
21.8 

6.0 
11.3 

8.3 

農林業の振興

水産業の振興

物産ブランドと商工業の振興

次世代産業の育成と企業誘致の促進

観光の振興

結婚・子育て環境の充実

学校教育の充実

持続可能なコミュニティの形成

健康・医療の体制づくり

地域共生社会の実現

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

生涯の生きがいづくりと青少年育成

人権・男女共同参画社会の形成

循環型社会の構築

情報基盤・ICT を活かしたまちづくり

公共交通体系の充実

社会基盤の充実（道路・公園など）

防災・危機管理体制の強化

歴史文化資源の保全・活用

UI ターンの強化

企業間交流など新たな交流の創造

官民連携による効率的な行政運営

持続可能な財政基盤の構築

29.2 

14.6 

38.5 

6.2 

14.6 

18.5 

30.8 

10.8 

8.5 

10.8 

3.1 

2.3 

12.3 

10.8 

21.5 

1.5 

情報発信の強化

デジタル化・先端技術の活用

有能な人材の確保（日本人）

外国人労働者の受入

現職員の人材育成・能力開発

新商品・新企画開発

販路・市場拡大

流通コスト・体制の改善

新店舗・新事業所の設置

企業間・業種間の連携強化

金融機関との連携強化

大学や研究機関との連携

観光との連携

資金力の強化

その他

設備投資（改善）

68.4 2.6 

2.6 

10.5 

5.3 10.5 

製造・販売等の現場・実務に携わる労働力となる人材

営業活動・営業開拓など営業力を持つ人材

企画・新商品開発、研究など、専門性・技術力を持つ人材

情報発信、SNS ・IT 活用などの先端技術の能力を持つ人材

経理・総務など間接部門の人材

その他具体的に

増やしたい、増やしたいが現実的に
難しいと回答した企業のみ回答。市
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自由記述

分野 具体的内容

商業・観光関連（23）

• 地域経済活性化の必要性
• 商業施設の充実
• 観光資源の活用強化
• 街の活性化・観光客誘致
• 島外キャパシティの導入
• 観光施設の改善

行政・地域社会関連（17）

• 行政の改革・デジタル化の必要性
• 高齢者の社会生活支援
• 住民参加型まちづくりの重要性
• 公共事業の効率的な運用
• 町づくり協議会の活性化

住宅・移住関連（12）

• お試し移住可能な住宅の提供希望
• UIターンを促進する企業誘致の要望
• 島に合った行政運営の要望
• 子供たちの就職後の島定着支援
• 空き家や空店舗の活用提案

教育・文化関連（6）
• 若者の地元定着支援
• 子供の遊び場や教育施設の充実
• 文化・伝統行事の継続と活性化

福祉関連（6）
• 障がい者の雇用支援とフォローアップ
• 公共施設の利用可能性向上
• 芦辺地区等での活気創出

その他（10）

• ベーシックインカム導入提案
• 交通インフラ改善要望
• 街の美化とゴミ問題解決
• 若者の雇用支援策
• イベントスペースの活用提案
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（３）高校生アンケート調査結果概要

高校又は大学、専門学校卒業後、就職先を決定する上で優
先すること（3つまで選択）

就職したい業種

34.5

31.5

31.0

24.4

16.1

16.1

15.5

14.3

12.5

11.9

10.1

10.1

8.9

7.1

7.1

6.5

3.0

3.0

2.4

2.4

0.0

35.3

25.2

29.4

10.5

20.8

21.0

31.3

9.5

5.8

10.3

10.5

12.3

12.1

8.1

5.2

5.6

3.6

0.4

6.3

5.8

1.6

給料が高い

自分の能力・専門が活かせる

将来性がある

福利厚生が充実している

経営が安定していて長く続けられる

仕事内容が魅力的

職場の雰囲気が良い

休日・休暇が多い

生活費が安い

社会貢献度が高い

家庭の事情

親元を離れて自立する

希望の勤務地で働ける

ふるさとに住める

残業が少ない

一度ふるさとを出てみたい

企業の知名度

その他

家族や友人など、親しい人がいる

転勤がない（少ない）

不明

R6(今回)

H31(前回）

21.4

19.6

8.9

8.9

7.7

7.7

7.7

6.5

6.0

5.4

4.2

4.2

4.2

4.2

4.2

4.2

3.6

3.6

3.0

3.0

1.2

0.6

0.0

17.9

16.7

7.5

7.3

5.2

2.4

4.0

3.6

8.3

1.2

4.6

9.5

5.0

4.6

0.0

10.3

2.8

2.4

2.8

5.4

2.8

0.8

2.8

医療・健康関連サービス業

公務員

卸売・小売業・飲食店

教育関連サービス業

建設業

デザイン・広告関連サービス業

観光関連サービス業

運輸・通信業

製造業

専門サービス業

金融・保険業、不動産業

福祉関連サービス業

情報関連サービス業

スポーツ関連サービス業

芸能・エンターテイメント業

まだ決めていない

農林水産業

その他のサービス業

電気・ガス・水道業

その他

生活関連サービス業

資源リサイクル・環境保全関連サービス業

不明

R6(今回)

H31(前回）

市
民
・
市
職
員

事
業
所

高
校
生

中
学
生

教
職
員

民
生
・
児
童
委

員
、
行
革
委
員

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
パ
ー
ト
ナ
ー



47

希望する職種が島内にあるかどうか

60.7

19.6

19.6

0.0

59.1

16.9

22.8

1.2

ある

ない

わからない

不明

R6(今回)

H31(前回）

非常に愛着があ

る, 26.2 

どちらかといえ

ば愛着がある, 

57.1 

どちらともいえ

ない, 13.1 

どちらかといえ

ば愛着はない, 

1.8 

愛着はない, 1.8 

壱岐に愛着があるか

高校や大学・専門学校卒業後「島内」に住みたいか

13.1

29.2

40.5

17.3

0.0

14.9

26.4

37.5

15.7

5.6

島内に住み続けたい

できれば島内に住み続けたいが、就職や進

学など状況次第では島外に住むと思う

島外に住みたい

わからない

不明
R6(今回)

H31(前回）

37.6

31.6

23.9

23.1

21.4

14.5

6.0

6.0

3.4

2.6

0.9

0.9

42.4

32.8

25.7

17.7

24.1

15.8

1.9

5.1

1.6

3.2

0.6

0.3

希望する学校・学習環境がない

希望する勤め先がない

レジャーや娯楽場などの遊び場が少ない

島内の賃金が低い

買物をする場所が少なく不便

島外への交通アクセスが悪い

結婚・子育てなどに不安

その他

地域との関わりや風習等が煩雑

同世代が少ない

家賃や交通費など生活にかかる費用が…

治安が悪い

R6(今回)

H31(前回）

島外で住みたい理由

（中学生：30.4％）

（中学生：47.4％）

（中学生：15.6％）

（中学生：3.7％）

（中学生：3.0％）

具体的都市名 回答数

福岡（県、市含む） 67

長崎（県、市含む） 17

東京都 9

大阪府 6

佐賀県 3

九州 3

京都府 2

愛知県 1

札幌市 1

山梨県 1

奈良県 1

兵庫県 1

広島県 1

宮崎県 1

海外 3

※都市名を複数回答している方がいるため、
島外に住みたいと回答した実数とは合わな

い。
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将来的には壱岐市に戻りたいか

56.4

43.6

0.0

47.5

40.7

11.8

将来的には壱岐市に戻りたいと思う

戻ることはないと思う

不明
R6(今回)

H31(前回）

どのようなタイミングで戻る可能性があるか

6.5 

11.3 

13.7 

16.7 

30.4 

32.7 

20.2 

11.3 

15.5 

4.2 

23.2 

1.8 

1.8 

3.0 

1.8 

12.5 

13.7 

4.8 

6.0 

1.8 

24.4 

6.5 

0.0 

10.7 

農林業の振興

水産業の振興

物産ブランドと商工業の振興

次世代産業の育成と企業誘致の促進

観光の振興

結婚・子育て環境の充実

学校教育の充実

持続可能なコミュニティの形成

健康・医療の体制づくり

地域共生社会の実現

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

生涯の生きがいづくりと青少年育成（生…

人権・男女共同参画社会の形成

循環型社会の構築

情報基盤・ICT を活かしたまちづくり

公共交通体系の充実

社会基盤の充実（道路・公園など）

防災・危機管理体制の強化

歴史文化資源の保全・活用

UI ターンの強化

企業間交流など新たな交流の創造

官民連携による効率的な行政運営

持続可能な財政基盤の構築

壱岐市が今後取り組むべき重点施策

28.8

25.8

15.2

13.6

10.6

6.1

23.5

22.2

19.0

8.5

17.6

7.8

壱岐市に良い仕事があれば、近い将来戻りたいと思う

定年後など、遠い将来は壱岐市に住みたいと思う

その他、機会があれば壱岐市に住みたいと思う

島外の仕事や生活が合わなければ、近い将来戻りたい

と思う

親の介護などが必要になるなど、遠い将来は壱岐市に

住みたいと思う

結婚と同時に壱岐市に戻りたいと思う

R6(今回)

H31(前回）

※前回アンケートは紙にて実施し、未回答者（空白）が11.8％いた。今回は
Webにて実施し当該設問を回答しなければ次の設問に進むことができな
いようにしていたため未回答者は0名となった。
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壱岐の好きなところとあまり好きではないところ（記述要約）

好きな点 記述内容（要約）

自然の豊かさ（72） • 自然の美しさ、空気の清浄さ、海の美しさ、自然体験ができること

食べ物の美味しさ（39） • 特に海産物の美味しさが好評。

地域の人柄（36） • 地域の人々の温かさや優しさが評価された。

伝統や歴史（20） • 地域の文化や歴史が魅力的だという意見が多数寄せられた。

安全性・治安（9） • 災害の少なさや治安の良さが暮らしやすいということでいい評価に繋がった。

あまり好きではない点 記述内容（要約）

遊ぶ場所等の不足（84）
• 映画館やショッピングモールなどの若者向けの施設や娯楽施設が不足していることが高校生に

とっては辛いという意見が多かった。
• 高校生向けの遊ぶ場が欲しいという意見も多かった。

交通の不便さ（46） • 島内、本土への公共交通機関の不便さや交通手段の少なさが不満として挙げられた。

就職や生活の不安定さ（12）
• 島内の賃金や雇用の場の少なさにより就職や生活に関する不安定さや将来に対する不安が挙げら

れた。

高校生の壱岐の好きな点は「自然」「食」「人柄」。あまり好きではない点は「娯楽施設の不足」「交通の不便さ」
が挙げられ、島内の雇用状況による将来への不安を持っている高校生もいた。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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自由記述（高校生アンケート）

カテゴリ別 記述内容（要約）

自然環境と観光（44）

• 自然環境の保全や汚染防止
• 島の知名度向上と観光振興
• アトラクション施設やレジャー施設の増設
• 観光客誘致と壱岐への定住促進

娯楽・ショッピング（18）
• 娯楽施設や大型ショッピングモールの設置
• 映画館などの娯楽・ショッピング施設の充実と拡充

社会福祉・生活環境（18）
• 地域コミュニティの活性化と福祉施設の増設
• 子育て支援や生活環境の改善
• 外灯設置や安全対策の強化

雇用・経済（15）

• リモートワークや離島からの仕事増加
• 商業施設の増設と雇用拡大
• 大学や教育施設の設立
• 新しい産業や経済基盤の構築

交通（8）
• 交通手段の改善とバス・タクシーの充実
• 移動の利便性向上と運賃の低廉化

その他（15）

• 文化・歴史的背景の保護と活用
• 教育施設や学びの場の増設
• IT関連企業の誘致と産業の多様化
• 未利用施設の再活用や整備

カテゴリ別では「自然環境と観光」が最多。それに「娯楽・ショッピング」「社会福祉・生活環境」が続く。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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（４）中学生アンケート調査結果概要

壱岐に愛着があるか

「非常に愛着がある」は30.4％で高校生より4.2ポイント高くなった。
また、「どちらかといえば愛着はない」と「愛着はない」も高校生
より高くなった。

非常に愛着が

ある, 30.4 

どちらかとい

えば愛着があ

る, 47.4 

どちらともい

えない, 15.6 

どちらかとい

えば愛着はな

い, 3.7 

愛着はない, 

3.0 

就職したい業種

23.0 

19.3 

18.5 

12.6 

9.6 

8.9 

8.9 

8.1 

8.1 

6.7 

5.9 

5.9 

5.9 

5.2 

3.7 

3.7 

3.0 

3.0 

2.2 

1.5 

1.5 

0.7 

 0.0  5.0  10.0  15.0  20.0  25.0

公務員

医療・健康関連サービス業

まだ決めていない

スポーツ関連サービス業

生活関連サービス業

卸売・小売業・飲食店

その他

教育関連サービス業

福祉関連サービス業

専門サービス業

農林水産業

建設業

情報関連サービス業

デザイン・広告関連サービス業

電気・ガス・水道業

金融・保険業、不動産業

運輸・通信業

芸能・エンターテイメント業

観光関連サービス業

製造業

その他のサービス業

資源リサイクル・環境保全関連サービス業

「公務員」が23.0％とトップ。それに「医療・健康関連サービス業」、「ま
だ決めていない」が続く。
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壱岐の好きなところとあまり好きではないところ（記述要約）

好きな点 記述内容（要約）

自然環境（50）
• 自然が豊かで海が綺麗な環境が好き。壱岐の自然の美しさや海の透明度に魅了される人が多い
• 自然が多く、空気がきれいなところが好き。壱岐市の自然の多さや新鮮な空気がおすすめ
• 自然環境の良さと静けさは壱岐にしかない落ち着くところなので大事にして欲しいという意見

人々の優しさ（26）
• 地域の人々が優しいことが好き。壱岐市の住民の温かさや親切さが魅力
• 島ならではの地域活動が盛んで地元の方が積極的に関わっていて好きという声が多く寄せられた

美味しい食べ物（20）
• 壱岐市の名産品や地元の料理に対する愛着
• 美味しい魚、野菜が豊富

自然災害の少なさ、治安の良さ（15） • 自然災害と犯罪が少なく安心して暮らせることが好きという意見

あまり好きではない点 記述内容（要約）

商業施設、娯楽施設が少ない（79）

• 大規模な商業施設が少なく若者向けの施設が無いのが寂しいという意見
• バッティングセンターやボウリングをして遊べる場所も少なく不満という声が多数寄せられた
• 買い物施設と商業地域が限られているため、大きなデパートやショッピングモールを誘致して欲

しいという意見

交通の便が悪い、公共施設（10）
• 部活動のための施設（陸上競技場）を増やしてほしいという意見
• 島内と島外の交通手段が少ないところが残念という意見

高校生と同様に壱岐の好きなところは「自然」「食」「人柄」が挙がった。
あまり好きではない点も高校生同様「娯楽施設の不足」「交通の不便さ」となった。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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自由記述（中学生アンケート）

カテゴリ別 記述内容（要約）

商業・娯楽施設の拡充（20）
• 商業施設や娯楽施設の不足を感じており、大型ショッピングモールや遊園地、レジャー施設の増

設や誘致が求められている。

人口増加・若者定住（17）
• 人口減少や若者の流出に歯止めをかけるため、若者が住みやすい環境を整える必要があるとの意

見。住宅の充実や就職機会の拡大、地域コミュニティの活性化が提案されている。

自然環境（13）
• ゴミの問題やポイ捨てが多いことに対する懸念があり、自治体や地域の取り組みを通じて清掃活

動や啓発活動が必要という意見があった。

観光・交流促進（11） • 観光スポットの充実や交流イベントの増加を通じて、地域の活性化と観光客の増加を目指す意見。

文化・歴史・教育（9）
• 地域の歴史や文化に関する教育や体験学習の充実が求められています。地域の伝統や文化遺産を

活かしたイベントや教育プログラムの提供を望む意見があった。

交通・アクセス改善（7）
• 島内外へのアクセスや交通手段の改善が必要という意見。公共交通機関の充実や交通インフラの

整備が求められている。

その他（11）
• 地域の治安の維持、コンビニ設置、地域住民の福祉向上、SDGsへの取り組み強化を求める声が寄

せられた。

カテゴリ別では「自然環境と観光」が最多。それに「娯楽・ショッピング」「社会福祉・生活環境」が続く。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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「公共交通体系の充実」は市民、市職員アンケートと比較して満足度が低くなった。
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壱岐市が今後取り組むべき重点施策
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今後の重要課題に関する具体的意見（教職員アンケート）

分野 内容

１．農業振興

農業に特化した政策（2）
・農業によって自給自足できる政策を求める声
・農業に対する支援や投資を強化し、地域の担い手を育成する必要があるとの提案
担い手の育成に関する政策（2）
・農業に従事する人材の育成や支援が重要であるとの意見
・若者や新規参入者に対する教育プログラムや奨励金制度設計の要望

２．水産業振興

栽培漁業に関する政策（2）
・栽培漁業の推進や支援が必要であるとの提案
・栽培漁業における技術や施設の整備、拡充が望まれている
砂の取得に関する政策（1）
・壱岐の砂資源を保護し、砂の採取を制限するような政策を求める声がある

３．物産ブランド、商工業振興
物産（1）
・鬼凧（おんだこ）の購入場所が限られており、また、その場所が分かりづらいとの指摘

４．企業誘致
企業誘致（2）
・人口減少や市税収入の減少を防ぐために、企業誘致を行うことが必要であるとの提案
・地域活性化のために、企業誘致を行うことが重要であるとの意見

５．観光振興

観光振興（3）
・五島市のような取り組みを参考にするべきだとの提案
・島外の人々へのアプローチは多いと感じられる一方で、島内の住民にも利益が還元される取り組みが必要である
との意見

・観光のための開発よりも、壱岐島の自然の美しさを活かす観光政策が求められている

６．結婚・子育て環境の充実

子ども園・保育園の誘致・協力に関する意見（1）
・民間の子ども園や保育園の誘致や協力について、現在の取り組みが十分でないとの指摘があります。
田舎での生活環境の改善に関する意見（1）
・田舎の生活環境が不十分でありこれに勝るほどの政策改善が必要との意見。
少子化対策としての施策に関する意見
・少子化対策として病児保育の充実、遊ぶ場の整備や充実、未就学児を預ける施設の充実、給食費無償化、キャリ
ア教育の充実などの施策が必要との意見。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（教職員アンケート）

分野 内容

７．学校教育の充実

教育予算と組織体制の改善に関する意見（8）
・予算の確保や教育支援員の充実、職員数の充実が必要であり、少子化対策やICT環境の整備に関する意見
学校施設や設備の整備に関する意見（4）
・校舎やトイレの老朽化問題や施設の充実、ICT機器の持ち帰りや通信環境の整備などが指摘
 ICT環境と情報機器の改善に関する意見（3）
・学校のネット環境や情報機器の使いにくさ、ICT機器の改善、少人数指導への人材確保などが課題
少子化対策と学校の規模に関する意見（2）
・小学校の統廃合や規模適正化、小中一貫校の導入などの提案

８．持続可能なコミュニティの
形成

公民館活動への補助の充実に関する意見（1）
・公民館活動への補助の充実に関する意見。活発的な市になるためには公民館活動の支援が必要

９．健康・医療の体制づくり
医療施設や診療内容に関する意見（2）
・若者が後回しに診察されることに関する不満
・皮膚科や形成外科を診る病院が不足しているとの指摘

10．高齢者福祉の充実
高齢者の交通手段の拡充（1）
・子供世代よりも高齢者に優しい町づくりが求められているとの意見

11．障がい者福祉の充実
障がい者支援（2）
・障がいのある方が働く場を増やし、障がい者雇用を積極的に推進することが望まれている
・収入に左右されずに障がい者を支援する制度の充実が求められている

12．生涯の生きがいづくりと青
少年育成

地域イベントや大会に関する意見（2）
・地域の活性化を図るために、市や町をあげての陸上大会などのイベントが多いことに関する意見
・大会の運営や役員不足についての問題提起があり、持続可能な大会のあり方を市全体で考える必要性の指摘
図書館に関する意見（1）
・公立図書館の建て替え

13．人権・男女共同参画社会の
形成

固定観念（1）
・田舎独特の固定観念を改善する必要がある

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（教職員アンケート）

分野 内容

14．循環型社会の構築
エネルギー政策に関する意見（1）
・電気が余っている場合は、その余剰分を住民に還元する取り組みが望まれている

15．情報基盤の整備とICT まち
づくり

通信インフラの改善に関する意見（1）
・行政主導で速やかな5Gへの移行や通信速度の向上
行政サービスの利便性向上に関する意見
・住民票などの公的書類の取得手続きをコンビニでできるようにしてほしいという提案

16．公共交通体系の充実

公共交通機関への補助や利便性向上に関する意見（2）
・公共交通機関（タクシーやバス）への補助の充実や、利便性の向上が求められている
・船や飛行機の便数や時間の改善、接続しやすい交通網の整備の提案
公共交通機関の運用効率化に関する意見（1）
・バスなどの公共交通機関の運用効率化と不採算路線の改善に関する提案

17．社会基盤の充実

交通インフラの改善に関する意見（1）
・交差点に右折レーンを設置し、通学路の歩道を増やすことが提案
公共施設の整備・充実に関する意見（1）
・箱物施設の整備や充実、特に子どもが集まる全天候型施設の必要性が指摘。雨の日の過ごし方が限定されている
ことに対する改善が望まれている

18．防災・危機管理体制の強化
自然災害対策に関する意見（1）
・土砂崩れの起きそうな場所や海の近くの家に対する対策が必要であるとの意見

19．UI ターンの強化
仕事・雇用に関する意見（2）
・大学卒業後のやりがいのある職場の提供が望まれている
・若者の島外流出に対するUターン対策が必要であるとの指摘

20．官民連携による効率的な行
政運営

公共施設の活用に関する意見（1）
・空き公共施設の有効活用が求められている

21．持続可能な財政基盤の構築

最終処分場の誘致に関する意見（1）
・最終処分場の誘致の提案
効率的な行政運営
・効率的な行政運営をさらに進めて欲しいという意見（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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自由意見（教職員アンケート）

分野 内容

財政・行政運営の改善に関する意
見（3）

• 財政の健全化を求める声
• 新しい施策や事業効率化の推進

若者の定住促進に関する意見（3）
• 壱岐での若者の定住促進の必要性
• 壱岐出身の若者の島への定着を図る施策の必要性
• 若者向け施設や環境の充実を望む声

産業振興と雇用対策に関する意見
（3）

• 宿泊施設の質の向上による地域経済の活性化
• 雇用対策と産業振興の推進
• 地域経済のバランスの維持と補助金の効果的な活用。無駄な補助金がないかどうかの確認を求める声

公共施設・インフラの改善に関す
る意見（2）

• 市民ファーストの施設・環境の充実を求める声
• 教育・福祉施設の充実を希望

教育・子育て支援に関する意見
（2）

• 子どもや教職員の安心・安全な学習環境の充実
• 教育の質と教職員の労働環境の改善。特にイベント開催にあたって教職員の負担が大きく行政には改善を求

めたいという意見があった

環境整備と自然資源の活用に関す
る意見（2）

• 環境整備と自然資源の活用による地域経済の活性化
• 環境への配慮と再生可能エネルギーの推進

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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（６）民生・児童委員、行政改革推進委員アンケート調査結果概要
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壱岐市が今後取り組むべき重点施策
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民生・児童委員、行革委員のアンケートでは「UIターンの強化」を重視。「結婚・子育て環境の充実」は
市民アンケートと市職員アンケートの結果と比較して差が大きい。（％）
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今後の重要課題に関する具体的意見（民生・児童委員、行政改革推進委員アンケート）

分野 内容

１．農業振興

土地政策・相続登記
・相続登記の義務化に伴い、不在地主問題の解消と土地の効率的利用を目指し、農地中間管理機構への登録を促進
するために、専任体制を整備する提案（1）

農業政策
・土地基盤整備を通じて、農業生産の強化を図るべきとの意見（1）
水産業
・壱岐の水産業の重要性を指摘し、農業だけでなく水産業も含めた働きがいのある環境づくりが人口減少対策につ
ながるとの提案（1）

人口問題
・労働環境の改善が人口減少の防止に寄与する可能性に言及（1）

２．水産業振興

水産業
・壱岐の水産業の振興を望む声があり、特に海産物を活かした土産物の開発に苦慮している状況が指摘されている。
海に囲まれた壱岐の特性を活かし、水産業をさらに盛んにしてほしいとの願いがある（1）

土産物
・壱岐を代表する海産物に基づく魅力的な土産物の開発が必要とされている（1）
若者の育成
・若い担い手を育て、新しい視点から水産業の発展を図ることが重要視されている。若い世代が水産業に新たな価
値を見出し、発展させることが望まれている（1）

農業政策
・藻場の復活や農業生産の強化にも取り組む必要があると提案されている。これは、壱岐の自然環境を利用した持
続可能な生産方法の強化を目指すものである（1）

３．企業誘致

若者向けの生活環境改善
・若い人が住みやすく、生活しやすい環境と働く場の確保が必要とされている。他県の成功事例を参考にしながら、
若者が定住しやすい環境整備を目指すべきである（1）

教育・起業支援
・高校生に対する起業教育の導入が提案されており、学生時代から何かしらの形で起業体験をさせることで、実践
的なスキルと起業家精神を育むことが望まれている（1）

新規ビジネスの創出
・島内での新規ビジネスを創出し、それを支援する団体の設立が提案されている。これにより、実務的なビジネス
スキルの習得を目指し、他県への展開も含めた本格的なビジネス教育を行う（1）

人口増加戦略
・上記の取り組みにより、壱岐市に本社を置く企業の増加と定住を促し、結果として人口増加につながることを目
指す。また、企業誘致による雇用創出も人口増加に寄与するとしている（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（民生・児童委員、行政改革推進委員アンケート）

分野 内容

４．観光振興

観光振興:
・夏季だけでなく、一年中観光を盛んにするための施策を取る（1）
海洋環境保全
・海藻などの海洋生物の再生を図り、海岸や磯の清掃活動を行う（1）
天候に左右されない観光施設
・天候が悪い時でも楽しめる観光施設の整備が望まれている（1）
土産物販売
・地域の特産品を扱うお土産専門店の設立を提案する（1）

５．結婚・子育て環境の充実

出会いの場の提供
・独身者の出会いの機会を増やし、結婚やパートナーシップ形成を促進することで人口増加につなげる（1）
子育て支援
・子育てを支援し、人口増加を図るための策を講じる。これには、子育てに関する施設やプログラムの充実が含ま
れる（1）

子育てネットワークの強化
・子育てネットワークを強化し、親同士の情報交換や支援の場を提供することで、子育てを支援し、人口増加に寄
与する（1）

６．学校教育の充実

給食の無償化
・給食費の完全無償化を提案しており、それによって各家庭に支給する補助金の代わりに給食費を全額無償化する
ことで、子どもたちに安定した給食を提供し、家計負担を軽減することができると主張している（1）

学校環境の改善
・子どもの少ない学校で複式学級が増えている状況について触れ、多くの仲間と学ぶ機会を増やすために学校環境
の改善が必要だと指摘している（1）

７．持続可能なコミュニティの
形成

地域コミュニティの形成
・伝統的な地域団体や公民館のみでは地域コミュニティを持続可能に形成することが難しいとの指摘があり、小学
校区ごとのまちづくり協議会の活動を充実・活発化させることを提案している（2）

まちづくり協議会の活性化
・まちづくり協議会の活動を充実させ、地域の団体や住民が協働し、地域の課題に取り組む仕組みを構築すること
が重要だと述べている（1）

地域課題への取り組み
・まちづくり協議会が地域の課題や要望をしっかりと吸い上げ、住民が協働して解決する仕組みを作ることを提案
している（1）

観光資源の活用
・観光資源として城山公園の整備を提案し、地域の観光資源として活用すべきだと述べている（1）
ボランティア活動支援
・ボランティア活動を支援し、地域の活性化に繋がる助成金の設置を提案している（1）
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今後の重要課題に関する具体的意見（民生・児童委員、行政改革推進委員アンケート）

分野 内容

８．健康・医療の体制づくり
健康寿命延長施策
・地域の健康寿命を延ばすための施策を提案しています。具体的には健康診断や予防接種の普及、健康促進イベン
トの開催、運動や栄養指導、地域の医療機関との連携強化が挙げられた（1）

９．地域共生社会の実現
コミュニケーション
・高齢者福祉の充実に加えて、高齢者同士や地域の若年層とのコミュニケーションを促進することが重要視されて
おり、地域全体での支え合いや情報交換が高齢者の生活の質を向上させることに繋がると指摘（1）

10．高齢者福祉の充実

高齢者施設と子どもの放課後デイの統合
・高齢者施設と子どもの放課後デイを統合し、さまざまな世代が共存できる場所を創出することの提案（1）
福祉施設の増加策
・福祉施設の増加に加えて、医療通院のための移動手段の整備が求められている（1）
貧富の差と高齢者の生活レベル
・貧富の差が高齢者の生活レベルに影響を与えており、収入の少ない高齢者にも生き甲斐を持てるような取り組み
が必要と指摘（1）

安価な生活支援策
・高齢者の生活を支援するために、安価で手軽なサービスや施策の提供が望まれている（1）

11．循環型社会の構築

 CO2排出量削減
・地球温暖化対策として、国や社会全体でCO2排出量を削減する取り組みが必要であると指摘（1）
節電と4R運動
・家庭部門でのCO2排出量削減に取り組むためには、節電や4R運動（Reduce, Reuse, Recycle, Rot）を推進することが
重要であると意見（1）

啓発活動の強化
・市民への啓発活動が不足しているという指摘。特に、小中学校以外の地域団体や公民館などに対する環境教育の
啓発活動の充実が求められている（1）

12．情報基盤の整備とICT まち
づくり

リモートワーク環境の整備
・現在の働き方の変化に対応するために、どこに住んでいても仕事ができるネットワーク環境の整備が求められて
いる。具体的に、高速インターネットの整備やリモートワークを支援する施策が望まれている（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（民生・児童委員、行政改革推進委員アンケート）

分野 内容

13．公共交通体系の充実

交通インフラの整備
・壱岐と福岡を結ぶジェットフォイルが故障続きであり、交流人口増加のためにも不便だと感じられている。新船
の導入や他の離島との協力を通じて、安心して運航できるようにすることが求められている（1）

安全性と利便性の向上
・ジェットフォイルの故障により不安が生じており、特に高齢者や子供の移動に支障をきたしているとの指摘があ
る。安全性の向上と利便性の向上が望まれている（1）

高齢者支援
・高齢者の移動にも影響を及ぼしており、子供が親を訪ねる際の負担が大きいと述べられている（1）

14．社会基盤の充実

道路・公園整備の充実
・道路や公園の整備が不十分であり、特に近くに子どもの遊び場がないとの指摘。地域住民の生活の質や子どもた
ちの健全な成長のためにも公園整備の充実を求める声があった（1）

子どもの遊び場の設置
・地域の子どもたちが安全に遊ぶ場所を持つことができ、地域の活性化や子育て支援にもつなげるためにも遊び場
の設置が必要との意見（1）

15．防災・危機管理体制の強化

防災・危機管理
・小地域毎に模擬訓練を行うことで、地域の防災や危機管理能力を向上させる必要性の指摘。特に、豪雨災害や土
砂災害への対策が強調されている（1）

 SDGsへの取り組み
・SDGsに基づいた具体的な行動が求められている。地球温暖化対策や防災対策など、SDGsに関連するテーマに対し
て、専門家の講演や啓発活動を通じて、地域の住民が積極的に行動することの提案（1）

気候変動への対策
・気候変動による影響を踏まえて、地球温暖化対策の緊急性が強調されている。平均気温の上昇が引き起こす様々
な影響に対処するために、地域レベルでの対策が求められている（1）

16．歴史文化資源の保全・活用

観光地開発と文化・歴史の活用
・風光明媚な観光地に加えて、既存の文化や歴史の名所を活用して新たな観光地やコースを開発することが提案さ
れている。特に、戦争遺跡や伝統文化を活かしたイベントやコンテンツの充実が求められている（1）

地域イベントの開催とPR
・地域の歴史文化遺産を活かしたイベントの開催やPR活動が重要視されている。地域の祭りや文化イベントを通じ
て地域活性化を図り、地域の魅力を広くPRすることが提案されている（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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今後の重要課題に関する具体的意見（民生・児童委員、行政改革推進委員アンケート）

分野 内容

17．UI ターンの強化

地域の働きやすさ・魅力の向上
・壱岐での働きやすい環境や魅力的な魅力を整備することが求められている。これによって、地域の活性化や地域
への帰郷・移住を促進することが期待されている（1）

移住者へのメリット提供
・島外からの移住者に対して、より魅力的なメリットを提供することの提案。地域への新しい人材の流入や地域の
活性化を図るべきという意見（1）

18．官民連携による効率的な行
政運営

健康管理と休職の防止
・心身の健康管理に留意し、休職の長期化を防ぐことが重要であると指摘。従業員の健康状態を適切に管理し、働
き手の減少や生産性の低下を防ぐことが何よりも重要と指摘している（1）

19．持続可能な財政基盤の構築

長期的な視点を持った行政
・行政が目先のみならず将来を見据えた政策を行う必要があるとの指摘です。将来への不確実性に対処するために、
より長期的な視点を持った行政が求められている（1）

財政の持続可能性とふるさと納税の活用
・税収の増加が見込めない状況で、国からの交付金や補助金に頼る必要があるとされています。その中で、「ふる
さと納税」のさらなる増加を図ることで、様々な基金の積立を行い、財政の持続可能性を高めることが提案され
ている。また、税金や補助金の使い方に工夫をすることも求められている（1）

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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自由記述（民生・児童委員、行政改革推進委員アンケート）

分野 具体的内容

行政のあり方と地域の未来(1)
• 行政は将来を見据えて長期的な計画を立てるべきであり、人口減少に対処する方策や地域の魅力を高める施

策が求められている。

人口減少対策(1) • 人口減少を食い止めるためには、UIターンや地域の魅力向上など、様々な対策が必要という指摘。

高齢者支援と介護施設(1) • 高齢者が生活しやすい環境の整備や介護施設の充実が望まれている。

地域への魅力づくりとアピール(1) • 壱岐の魅力を再発見し、市内外にアピールすることが必要。

教育施設と地域活性化(1) • 教育施設の活用や地域の活性化につながる施策の提案。

情報提供と市民へのPR(1) • 市民に対して情報提供を行い、行政の活動を広くPRする必要があるという指摘。

地域の魅力再発見と人材誘致(1) • 壱岐の魅力を再発見し、優秀な人材を地域に呼び込むための取り組みが求められている。

※記述内容で整理しているため、記述回答者数と分野別の合計は合致しない。
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（７）エンゲージメントパートナー企業アンケート調査結果概要

パートナーシップ協定を締結した理由

（n=14）
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「観光の振興」が最多。それに「物産ブランドと
商工業の振興」、「循環型社会の構築」が続く。
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観光の振興

結婚・子育て環境の充実

学校教育の充実

持続可能なコミュニティの形成

健康・医療の体制づくり

地域共生社会の実現

高齢者福祉の充実

障がい者福祉の充実

生涯の生きがいづくりと青少年…

人権・男女共同参画社会の形成

循環型社会の構築

情報基盤・ICT を活かしたまちづ…

公共交通体系の充実

社会基盤の充実（道路・公園な…

防災・危機管理体制の強化

歴史文化資源の保全・活用

UI ターンの強化

企業間交流など新たな交流の創造

官民連携による効率的な行政運営

持続可能な財政基盤の構築

（n=14）


